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午前９時５７分開会 

○いいくら昭二委員長 皆様おはようございます。

開会前でございますが、皆様おそろいでございま

すので、委員会の審査が長時間になった場合には

休憩をとりますが、休憩時間でなくてもトイレに

は我慢せずに行っていただいてもかまいませんの

で、よろしくお願い申し上げます。 

  これより災害・オウム対策調査特別委員会を開

会いたします。 

 

           ◇            

 

○いいくら昭二委員長 最初に、記録署名員を私が

指名いたします。 

  工藤委員、おぐら委員、よろしくお願いします。 

  本特別委員会の調査項目設置理由に関する資料

は既にタブレットに掲載しておりますので、よろ

しくお願い申し上げます。 

 

           ◇            

 

○いいくら昭二委員長 次に、陳情の審査に移りま

す。 

 （１）初めに、受理番号１４ 子どもの視点に立

った災害対策の強化を求める陳情を単独議題とし

ます。 

  新規付託のため執行機関の説明を求めます。 

○危機管理部長 皆様、改めましておはようござい

ます。それでは私から、陳情説明資料を説明させ

ていただきます。 

  まずは２ページを御覧ください。 

  受理番号１４ 子どもの視点に立った災害対策

の強化を求める陳情でございます。 

  本陳情の要旨でございますが、７項目それぞれ

発災前、発災時、発生後におきまして、子どもた

ちへの対策強化を求めるものでございます。 

  要旨の項番１では災害備蓄の充実を、２では避

難所の体制整備、３では配慮の必要な子どもたち

への対応充実、４では保護者、帰宅困難児の安全

確保体制の強化、５では子どもも参加できる訓練

の促進、６では心のケアの体制の充実、７では在

宅避難の支援体制の充実となっております。 

  内容及び経過についてでございますが、それぞ

れ現状と今後の方針を記載してございます。でき

ていること、できていないこと、それぞれござい

ますが、災害対策全体を進める中で優先順位を考

えながら子どもたちに関係する対応につきまして

も考えていく必要があると認識してございます。 

  以上でございます。 

○いいくら昭二委員長 ありがとうございます。 

  それでは質疑に入ります。 

  何か質疑ありますか。 

○くじらい実委員 最初の委員会ということで、確

認の意味も含めて質問させていただきたいと思い

ます。 

  当然、災害対策となれば子どもも大事ですし、

区民全体が大事だという認識で取り組んでいただ

いているとは思います。この中身を見まして７項

目あるのですけれども、７項目の報告を見ると、

ある程度、区としても取り組めているのかなと思

うところですが、幾つか区で取り組めてないとこ

ろがありますので、それについてお聞きしたいと

思います。 

  まず、報告の１の（１）のところで、毛布やア

ルミブランケットを備蓄している中で、乳幼児及

び子ども向けに特化した防火用品は備蓄していな

いという一文が入っておりまして、防寒用品は備

蓄してないとなっていて、この防寒用品というの

が具体的には何を指しているのかなというところ

ですが、毛布とかアルミブランケットというのが、

大人用の毛布とかアルミブランケットだとカバー

できないという認識でしょうか。 

○防災戦略課長 備蓄しているのは大人用の毛布や

アルミブランケットでございまして、子ども用の
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ものは備蓄をしていないというところでございま

す。 

○くじらい実委員 そうすると大人用で、子どもの

ために使えるということではないということです

かね。 

○防災戦略課長 申し訳ございません、大人用のも

ので子どもも対応することができるため、子ども

用のものは用意していないというところでござい

ます。 

○くじらい実委員 ほかにも恐らく防寒用品という

のはいろいろあると思いますので、当然子どもで

ないと対応できないものがあるのであれば、いろ

いろ検討も必要なのかなというところだと思いま

す。 

  次に、２番の（１）のイです。これは子どもの

遊び場とか休憩スペースということですが、今後、

３者で必要なスペースの確保の協議を行っていく

とありますが、今後スペースを確保することがで

きるのかどうか含めて、多分緊急時の優先性とい

う視点も必要だと思うのですけれども、今後、こ

のスペースというのは確保できるものでしょうか。 

○防災戦略課長 発災直後につきましては、どうし

ても避難者が増えてしまう状況だと、あらかじめ

スペースを設けるというところは難しいとは考え

ておりますが、フェーズが変わって、避難生活が

長期化したようなときには、やはりそういったス

ペースは必ず必要なものになってくるので、設け

るべきかと考えております。 

○くじらい実委員 当然、災害が起きたときの災害

発災直後と、例えばこれが１週間掛かるのか、1か

月掛かるのか、そういうケースにおいていろいろ

と検討の必要があるのかなと思います。 

  三つ目で、感覚過敏という言葉が出ておりまし

て、感覚過敏は、今後、事例を含めて実施してい

くということがあるのですが、発達障がいあるい

は外国籍家庭の子どもたちへの配慮というのが、

今は一応取り組んでいるということですけれども、

感覚過敏については、これも同じようにすぐ取り

組めるような課題ですか。 

○災害対策課長 実際に避難所で従事する者たちに

共通で渡している実は手順書というものが震災を

含めてあります。その手順書の中で、配慮すべき

事項ですとか、要配慮者の方を含めて、例えば視

覚障がいの方であれば特性がこうで、避難行動と

か生活で留意すべき事項はこういうことだという

ことをリストアップしています。従事する者の共

通認識として努めているところです。 

  また、この感覚過敏というところで、今回陳情

にあったところについては、特段避難所の運営の

手順書に落とし込めていないところでありますの

で、次回アップデートする際ですとか、若しくは

日頃から訓練を行う際に会議体を設けてますので、

その際に、こういう場合には、こういった配慮が

必要な方にはこういう対応もしていかないといけ

ないというところを会議の中で落とし込んでいく

というところはすぐにできると思います。 

○くじらい実委員 今後、手順書にも落とし込むこ

とは可能だということだと思います。 

  最後に、５番目の町会加入率の低下という話で

すけれども、これは当然、町会の加入率を上げな

ければいけないという課題もあるので、なかなか

災害対策だけで対応できるのかなという部分です

が、多分町会に入ってない方たちがどうやって災

害が起きたときに避難所を活用できるとか、避難

できるかという話だと思うのですけれども、まず、

町会に入ってない世帯の子どもたちというのは、

恐らく学校現場で避難訓練とか、そういった防災

教育とか、そういうのは受けていると思うのです

けれども、いかがでしょうか。 

○防災戦略課長 くじらい委員おっしゃるとおり、

学校現場で避難訓練、防災訓練は定期的に行って

いるものと考えております。 

○くじらい実委員 ありがとうございます。 

  また、そういった世帯の例えば親子の皆さんと
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なると、例えば千本桜まつりとかいろいろな消防

署とかがやっている防災イベント、そういうとこ

ろは別に町会に限らず、いろいろな方が参加でき

るイベントだと思うのですけれども、防災のイベ

ントなどに参加するということも一つ防災訓練の

一環になるのかなという認識ではいるのですけれ

ども、それについていかがですか。 

○災害対策課長 正に我々もそのように考えていま

す。なかなか防災訓練と掲げてしまうと、そうい

うところに意識が向かなかったりですとか、いわ

ゆるヘルメットをかぶってちゃんとした服を着て、

何かして行かないといけないのかなとか、そうい

うところで足が遠のいてしまう方もいると思いま

すので、区内のイベントの啓発含めて、少しライ

トな感じでも、これも防災に対する意識なのだと

か、考え方なのだとか、例えば避難所の人との距

離ですとか、そういったところも今感じていただ

けるような啓発も工夫してやっておりますので、

引き続き防災訓練は訓練で進めますけれども、よ

り皆さんに防災、災害について知っていただく機

会というところも訓練の一環と捉えてやっていき

たいと考えております。 

○くじらい実委員 なかなか町会の加入率をまず上

げなければいけないという大きな問題があるので、

当然、加入率が上がって避難所運営とかがうまく

いくというのが一番理想だとは思うのですけれど

も、なかなか現実としては難しい中でどうやって

区民の皆様に防災意識を持ってもらうかというと

ころも取り組むべき課題の一つなのかなと思って

おります。 

  今回、この陳情を見て、ある程度区ではできて

いるところもあると思いますけれども、まだでき

てない部分もあるかと思います。緊急時にどうや

って対応するかというところが一番大事だと思い

ますので、そちらはまた引き続き検討できればと

思います。 

  以上です。 

○西の原ゆま委員 この陳情者の趣旨には、現在の

避難所運営や備蓄体制において、実質的に健康な

成人を基準として構築させている面が多いと。子

どもの視点が十分反映されているとは言えないと

いうところで今回陳情が出されています。 

  区の説明資料の中に、避難運営会議について、

備蓄品の中にはプライベートテントも配備してお

りますと。実際、各避難所に幾つプライベートテ

ントはあるのですか。 

○防災戦略課長 各避難所に１か所当たり４基ずつ

備蓄しております。 

○西の原ゆま委員 四つあると聞いたのですけれど

も、私たちも総合防災訓練に見学させていただい

たときに、プライベートテントを開けたり閉めた

りというのを実際にやるところを見させていただ

きました。実際にこれを見て、簡単に設置できる

というのはすごいことだと思うのですけれども、

プライベートを確保するためにというところの面

でプライベートテントがあるのですけれども、入

り口を閉めたらすごく暗かったのです。授乳時と

か着替えのときなどにプライベートテントも配備

しておりとここにせっかく書いてあるのですけれ

ども、ライトとか光るものがないとすごく暗いの

ではないかなと思ったのですけれども、その点に

関してはどうですか。 

○防災戦略課長 西の原委員おっしゃるとおり、プ

ライベートテント、扉を閉めてしまうと非常に暗

くなってしまうというところが課題として挙げら

れます。やはりその分、更衣室であったりとか、

授乳室として使うときには暗さというか、外から

見えないというところはプラスに働くところでは

あるのですけれども、そうでない利用するとき、

更衣室等で利用するときも含めてですけれども、

やはりライト等を中に持ち込む必要があるのかな

というところは課題と考えております。 

○西の原ゆま委員 やはりプライベートテントの中

には、子どもがなかなか眠れないとなったときに
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暗くして落ち着かせるという面もあるからプライ

ベートテントというのはいろいろな使い方がある

というのも勉強になったのですけれども、やはり

暗いというときになかなか使えないこともあるの

かなと思いました。 

  次に、区の説明資料の３の（２）ですけれども、

表現がとても難しくて、感覚が過敏な対象に対し

て光を遮ったり、音を遮ったりするという対策は

必要なのだけれども、より避難所運営側が実行し

やすい表現にしていくことを検討していくという

のは、つまりはどういったことを検討するのか、

丁寧に教えていただけますか。 

○防災戦略課長 感覚過敏につきましては、現状手

順書の中に落とし込めていない内容でございます。

避難所運営会議、実際に運営する町会・自治会の

方にとっても、どのような対策をとればいいのか

というところが現状分からないというところもあ

りますので、避難所運営を行う町会・自治会の皆

さんにとってどういった対応をすればいいのか、

分かりやすくするように対応していく、表現して

いくという形を想定しております。 

○西の原ゆま委員 つまりは避難所手順書のところ

に、先ほどのにもありましたけれども、感覚過敏

とかそういった対策が書かれていないと。そうい

うのをやっていない中で、どう分かりやすく手順

書を読んだときに、運営に携わる人たちが対応で

きるか、対策できていくかという一歩になると思

うのですけれども、陳情で述べられているのは、

避難所運営マニュアルの明記及び職員研修の充実

を図ってほしいということですが、職員はそれぞ

れ知覚過敏や感覚過敏に対してどういう配慮して

いったらいいよねとか、実際の行動でこういうこ

とを訓練の中で工夫しました、こういうことでや

っていきましたというような実践などはしてきた

のでしょうか。 

○防災戦略課長 区の職員につきましても、水害の

恐れがある場合には避難所の開設運営に携わりま

す。そのため割り当てている職員につきましても

研修を行いまして、実際今年度についても、避難

所の管理責任者及び副管理責任者と新たに避難所

の割当てを行った職員合計６５６人を対象に研修

を実施させていただきました。 

  今回お話があった感覚過敏については、やはり

まだ話がし切れていないというところではありま

すので、今後、そういったものも含めて配慮を要

する内容の一つとしてしっかり内容を伝えていき

たいと考えております。 

○西の原ゆま委員 私も総合防災訓練で、第２次避

難所である福祉避難所に訓練をされているときに

参加をさせていただきましたが、谷在家障がい福

祉施設でした。感覚が過敏な方を対象にしたスペ

ースを提供していたりだとか、専門家である施設

の方がどういったところで過敏になるのか、過敏

になった対象の人たちがどういうところを工夫し

たらいいかという説明もしていただいて、それも

学びになったのですけれども、そこの場所には区

の福祉事務所から来られている職員もかなり多か

ったように感じていて、皆さん学びの場になった

と思います。福祉事務所との連携も大切であって、

ここで得られた既に蓄積はされていて、感覚過敏

な方が避難されたときの知識や工夫は持っている

と思います。災害対策課としてどのように共有し

ていますか。 

○災害対策課長 共有が深くまでできているかとい

うと、まだまだこれからな部分です。訓練で終わ

ってしまって、もちろん振り返り等は行っており

ますけれども、それを含めて例えば昨年度の訓練

を生かして今年度どう進めていくかというところ

は正直まだこれから深めていくところではありま

す。 

  ただ、今回この手順書等でも今、感覚過敏も含

めまして、こういった例えば障がいの方、感覚過

敏の方を含めて、どういった配慮が必要で、主に

どういったいわゆる特性があるのかというところ
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は、避難所だけにかかわらず、区の職員として通

常業務から私は知っていないといけないものだと

思ってます。窓口でもそうですし、なので日頃か

らの公務員というのですか、職員としての姿勢の

部分で、むしろ避難所で従事する際も配慮してい

くというところで、ふだんから落とし込んでいく

ことが私は重要だと考えております。 

○西の原ゆま委員 是非、日頃からのことも大事だ

とおっしゃられていたのですけれども、ここでは、

やはりまだまだ感覚過敏や音、光などを遮るため

の工夫が必要だと思います。 

  もう一つ、災害時・災害後における子どもの心

のケアについて項目があります。災害時で避難所

に避難している子どもたちに対して心のケアの体

制はあるのかとここに記述されているところによ

ると、震災後の学校再開に当たっては、スクール

カウンセラーやスクールソーシャルワーカーを重

点的に配置、循環させる体制があるというのは分

かったのですけれども、災害時での体制はどうな

っているか教えてください。 

○防災戦略課長 災害時につきましては、保健師を

中心とした保健活動班が避難所を巡回いたしまし

て、健康相談のほか、心のケアについても情報収

集を行い、対応を検討するとなっております。明

確にこれは子どもを対象にというわけではなくて、

避難された方全体のことを言っているのですけれ

ども、当然子どもについてもその中でケアを行っ

ていきたいと考えております。 

○西の原ゆま委員 災害時では保健師の活動班があ

ると。そこで心のケアを見ていくということだっ

たのですけれども、学校が再開された点に当たっ

て、スクールカウンセラーやスクールソーシャル

ワーカーの先生たちというのはやっぱり学校ごと

に１校必ず１人いるわけでもありませんですし、

スクールソーシャルワーカーの先生たちもかなり

学校にいられる時間というのが３時間とか２時間

とか決められている中で、配置、巡回させる具体

的な体制、計画などは持っているのでしょうか。 

○防災戦略課長 現在、災害時におけるスクールカ

ウンセラーやスクールソーシャルワーカーの巡回

の体制については明確に定まっておりませんので、

こちらについては教育委員会と連携して、災害時

どのような形で対応を行っていくか協議してまい

りたいと思います。 

○岡安たかし委員 私も数点、陳情の７項目、それ

ぞれ区は少しずつ、少しずつと言っちゃ失礼です

けれども進めてきて、充実は図ってきたと思って

おります。 

  その上で陳情者が求めるレベルにもよりますけ

れども、全て７項目とも１００％というのはどこ

までいったら、もういいですよ、これでもう十分

ですよと言えるのかと難しいなと思うのです。特

に充実することとか、強化することなんていうの

はどこまでいったって、また、５年１０年たてば

変化もするでしょうし、充実や強化のやり方も変

わるでしょうし、なかなか難しいなと思っており

ます。 

  やっぱり他区他市に比べて、本当に模範となる

レベルであれば、それ以上はなかなかできないの

だろうなとは思うのですけれども、その上で特に

ここに書かれている２番や３番のスペースの問題、

３番もこういう発達障がいの方とか、こういう方

というのはやっぱり新たなプライベートスペース

は必要になるわけですけれども、そこでプライベ

ートテントというのは大事だと思って、我が党も

質問の中でプライベートテントを増やすべきだと

いうことで増やす方針は示してくれたものの、今

四つずつで、たしかあのとき二つずつまた増やす

とかという話だったのですかね。でも、よくテレ

ビで体育館に全て３０基ぐらいがテントになって

いるようなそういう自治体も映るのですが、区の

場合何百人も想定していて、現実無理だなと思っ

ているのですね。なので、プライベートスペース

をほかにテント以外で確保できる方法はないかな
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と考えると、よくほかの自治体でもやっているの

ですが、キャンピングカー協会と提携して、避難

所に２台や３台来てもらって、そこでスペースを

確保するという考え方のところもあるのですが、

現実的には多分江東６区がすごい地震が来て、江

東６区が全部が被災しちゃった場合、山の手の方

は結構地盤が強化だからいいでしょうけれども、

なかなかキャンピングカーの数からしても、足立

区に何台来てくれるかでありますが、まず、少な

くともキャンピングカーの協会というか、そうい

うところとの提携っていうのができているでしょ

うか。 

○防災戦略課長 現時点ではキャンピングカーの団

体等との協定は締結できておりません。 

○岡安たかし委員 キッチンカーはやっているのは

報告ありましたけれども、キャンピングカーも結

構他区でもやってます。また、他市では結構やっ

てます。ここはひとつ、２３区のうち、さっき言

った江東６区だと、ほとんど足立区に１台ぐらい

しか行けませんよというなら、実効性を考えてあ

れでしょうけれども、その辺もヒアリングしなが

ら、提携を結べるなら結んだほうがいいのではな

いかなと思います。 

  足立区民の中で持っている人の協力も得られれ

ば、私のそばにも大きいのを１台、ちっちゃいの

を２台駐車場に止まっているのですよ。ああいう

のが来てくれるだけでもプライベートスペースに

なるだろうなと思うのですね。 

  もう一つ、町会の５番ですか。新しい地域防災

モデルを検討することということで、４ページに

５番の（２）で書いてあるのですが、新しい地域

防災モデルの検討、他自治体の動向や実情を研究

していくということで、既に研究して、これはと

いうのがあったら教えてください。 

○防災戦略課長 具体的に他自治体でこういった形

で取り組んでいるというものはないですけれども、

現状やはり町会・自治会が避難所運営の中心にな

っているのですけれども、避難所自体は町会・自

治会以外の方も当然避難されるということはあり

ますので、町会・自治会にかかわらず、組織への

参加を希望する地域住民が参加しやすいモデルを

構築していければと考えております。 

○岡安たかし委員 子どもの視点に立ったという陳

情なので、それでこの町会に入っていない、今５

割切っちゃってますから、区全体では、そういう

子どもや保護者も参加できるということが書かれ

ているわけですけれども、陳情の要旨には。新し

い地域防災モデル、これは聞きませんけれども、

ア、イ、ウのことで、本当にそれがいいのかなと

いうのは、まだまだかなとも思いますので、しっ

かり新しい地域防災モデルというのに関しては、

他自治体では結構あるのかもしれないので、足立

同様、やっぱり町会・自治会の加入率が低い、そ

ういう市とか区はあると思うので、そういうとこ

ろがどう考えてるのかという、こういうのはやっ

ぱり情報交換したほうがいいと思いますので、是

非研究していくと書いて終わらせずに、本当にや

っていったほうがいいと思うのです。実践的な問

題として。よろしくお願いします。 

  ７番の避難所に避難できず云々という、ここの

支援体制の強化、情報提供の充実ということです

が、５ページの７の（２）のイのところに、子育

て世帯が自宅にいながら物資を確実に受け取れ、

正しい情報をタイムリーに得られるよう踏み込ん

だソフト面の強化を図っていくと書いてあるので

すけれども、具体的な話としてどういうことなの

かな。確実に受け取れ、情報をタイムリーに得ら

れる、これはプッシュ型というのなのでしょうか。

踏み込んだソフト面の強化、もうちょっと解説を

お願いしたいのですけれども。 

○災害対策課長 曖昧な表現になって申し訳ありま

せんでした。 

  避難所に避難しなかった方、在宅避難の方を含

めてですけれども、在宅避難をしているから避難
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所で例えば物資を受け取れないとか、あなたはこ

こに避難していないのだから、物資、情報も例え

ば提供できませんではなくて、避難所は足立区で

１次避難所だと１００を超えますけれども、そこ

はやっぱり生活していく中でその地域の防災の拠

点になっていくと認識しています。 

  その際に、在宅避難をしていながらも、必要な

物資があれば、そこに例えば近隣の開かれている

小・中学校に行けば、ちゃんと必要な物資は受け

取れるし、もし必要な情報、御自身に届いてない

情報ですとか、例えばこの地域には何月何日頃こ

ういった支援が届くとか、そういった情報があれ

ば、避難所でもそういった情報も受け取れるとい

う意味も込めて、そういったところを避難所の機

能としての強化を図っていくという認識で書かせ

ていただきました。 

○岡安たかし委員 後でまた触れたいとは思ってい

るのですけれども、やっぱりそうなると避難所に

行かなければいけない。今の前提は。やっぱり自

宅に居ながらというのをもうちょっと考えられな

いかなと。物資に関しては確かに向こうからＳＯ

Ｓでもらって届ける仕組みとかできないのかなと

いうのが一つと、情報に関しては今、風の子メー

ルとか、いろいろ子育て世帯が使っている様々な

手段で、プッシュ型で出していくということがで

きないのかなと思うのですね。避難所に行けば情

報を得られる、もらえるだったら、だったら避難

所に行きますよという話になっちゃうと思うので

す。在宅避難を増やさないと、確実にキャパとし

て難しいと思いますので、ここはもうちょっとど

うなのでしょうね。在宅にいながらというのは考

えられないのか、もう一回お願いします。 

○災害対策課長 もちろん在宅しながら、区から

様々な情報は災害時のところ、全てプッシュ通知

というのですか、Ａ－メールもそうですし、ＬＩ

ＮＥもそうですし、使える手段ではもちろん情報

を発信していきます。 

  避難所に流していて、例えば在宅避難されてい

る方に情報が届いていないとか、ここにしか情報

が行っていないとか、そういうところが一番避難

者も混乱すれば、やっぱり不安が一番なってくる

と。地域ではあんなことが行われているようだと

か、あっちの学校ではこんなことできたよとかに

なってくると、より在宅避難しても不安になって

くるというところもありますので、是非避難所に

もそうですし、個々の情報を受け取るところのプ

ッシュ通知も含めて、そちらについては体制とい

うのですか、強化していきたいと思います。 

○鹿浜昭委員 今回子どもの視点に立った災害対策

の強化ということで、今まで災害対策課というか、

委員会でも女性の視点に立ったというのをいろい

ろと進めてきたかと思うのですけれども、子ども

の視点に立ったという面では、ある意味初めてか

なという、私が経験している中ではそう思います。

すごく逆に新鮮で、子どもの視点に立ったという

ことはすごくいい意味で、また一つ視野が広がっ

たなという感じを受けたのですね。 

  そんな中で、やっぱり一番ここで感じるのが、

町会・自治会の加入率低下の検討、高齢化という

問題が今まで大きくクローズアップされて、避難

所運営は町会・自治会でやっていくという組織体

制、今までできていたと思うのですね。そんな中

で、４ページのＰＴＡやおやじの会、学校の関連

組織と連携を図っていくということは、基本的に

学校のことは学校の先生並びに学校関連組織の方

がよく知っているわけですよ。内容等も、場所等

も、全てに及んで。そうすると、学校の防災力向

上、この辺に視点を向ければいいのかなと私は思

ったのですね。そういう意味では、今、毎年、避

難所運営の組織図を提出してもらっているかと思

うのですけれども、ちなみにこれは何割ぐらい出

ていますか。把握していますか。 

○防災戦略課長 避難所の組織図については、基本

的には全ての組織について毎年更新しております。 
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○鹿浜昭委員 これは区民事務所が出してもらって

いるかと思います。今ある中で、毎年更新しっか

りやっているの、本当に。 

○防災戦略課長 基本的にはそのような形で、常に

新しい組織図に更新を行っております。 

○鹿浜昭委員 亡くなった人とか入ってないか。そ

の辺チェックしてないよ、全然。分からないでし

ょ、細かくは。把握していますか。把握している

と言えるか。自信あるの。 

○危機管理部長 申し訳ございません、恐らくそう

いう事案があったと思われるわけで……。 

○鹿浜昭委員 ないはずなの。責めているわけじゃ

ない。組織図で、一番右側に学校長、その下にＰ

ＴＡ会長、学校の関連２人しか名前が載るところ

がないのだよね。それは分かりますか、組織図。 

○防災戦略課長 組織図については把握しておりま

す。そのとおりでございます。 

○鹿浜昭委員 把握しているとそのとおりだよね。

だから、こういう形で組織と連携を図っていくと

いうことであれば、学校の防災力アップには、町

会・自治会では避難所運営がなかなか把握できな

いわけですよ。そうすると、ＰＴＡやおやじの会

などの方々に学校の組織図、関連組織としてやっ

ぱりしっかりやっていってもらえれば、避難所運

営訓練もより充実した組織になっていくと思うの

ですけれども、その辺は考えたことがある人はい

ますか。 

○危機管理部長 僕らはどちらかと言うと、たくさ

んの人に、多くの人に参加してもらいたいという

ことにとらわれていて、運営の基から考えなけれ

ば駄目だという考えは、今言われて、なるほどと

うなずいたところです。 

○鹿浜昭委員 そうだよね。だから、今言ったよう

に学校でそういう組織をつくってもらって、今後、

連携等もやっていけば、本当にそういった意味で

は、以前に台風１９号のときにも主事室を開けら

れないで、お湯も沸かせなかったということがあ

って、水でいろいろあったわけですよ。消防団が

大変苦労されたわけ。そういうところがあって、

鍵がどこにあるかも分からない。大変な思いをし

たわけです。副校長も来ない。そういうような経

験がたくさんあったはずなの。そうすると、こう

いう組織をつくっておけば、恐らくそういう問題

も解決できるのではないかなと思うのですよね。

連携を図っていくということなのだけれども、連

携を図ったということは今までありますか。 

○災害対策課長 もちろん全てではないですし、数

少ないですけれども、実際には例えば開かれた学

校づくり協議会の方で、ＰＴＡ、おやじの会など

の方々で、団体の名前だけ組織図の中に入れてい

るところもあれば、その中から代表の方を何名か、

本当に少ないです、数は少ないですけれども、一

部一緒に参画していただいて、協力者という位置

づけですとか、運営本部には入ってないけれども、

いざというときには協力しますよという協力者と

いう位置づけでやってるような避難所も数は多く

ないですけれども、あります。 

○鹿浜昭委員 若干やっぱりまだまだ弱い感じはあ

るかと思う。そんな中で、消えちゃったのが今、

中学生消火隊、今活動はほとんどしてないよね。

この前誰か質問していたような気もするのだけれ

ども、今活動もゼロになっちゃっているような感

じのところ、学校はどのぐらいあるか把握してい

ますか。七、八割はしてないのではないのかな、

今活動を。 

○災害対策課長 毎年呼び掛けをして名簿を出して

いただいているのですけれども、実際にやっぱり

今年度はメンバーが集まりませんでしたとかとい

う学校もありまして、中学校が３０数校あります

けれども、確か半分いってないところですかね。 

○鹿浜昭委員 半分もいってないよね。クラブ活動

でやっているところもいっぱいあるじゃない。そ

のクラブ活動が今多分なくなっちゃっているよう

な気もするのね。私ね。そうすると今後、学校の
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防災力向上ということになれば、中学生消火隊も

生きてくると思うのですよ。いろいろな意味で。

そうすると組織がすごく充実していくのかなと思

うので、是非今回の陳情、私はすごくありがたい

なと感じて、自分でも経験なかったことなので、

これをそういう形で生かしていっていただきたい。

要望させてもらうのですけれども、部長、いかが

ですか、最後に。 

○危機管理部長 ただいまの鹿浜委員からの言葉を

受け止めまして、検討して進めてまいりたいと考

えております。ありがとうございました。 

○おぐら修平委員 私も何点か。 

  先ほど鹿浜委員の質問と関連して、２０１９年

の秋の台風１９号の際に私も新田学園消防団員と

して避難所運営に従事してまして、そうだ、そう

だと当時のことをいろいろ思い出したのですけれ

ども、やっぱり学校との連携です。さっきもこの

質疑中に雑談話であれでしたけれども、当時副校

長が大分遅い時間に来て、保健室の鍵がみんな分

からなくて、外国籍で介護タクシーで担架が必要

な方が来たのですけれども、担架がなくて、私、

消防団の小屋に取りに行ったのです。そんなこと

があって、やっぱりふだんから学校との連携、鍵

がどうなっているのか、学校の先生方も速やかに

集まって、何がどこにあるのか分からないですか

ら、やっぱりそういう体制は非常に重要だなとい

うことを実感したのがまず一つ。 

  よかった例が、うちの新田学園は防災倉庫から

毛布だとかいろいろな食料品だとかを避難者の皆

さんに配布する際に、★★の子どもたちと卒業し

たＯＢの大学生とか社会人になった若い子たちが

自主的に来てくれて、その子たちが率先して手伝

ってくれたのですね。避難所運営は当然高齢者の

方が町会も多いので、非常に皆さん助かったとい

う声があって、ふだんから顔の見える関係はすご

い大事だなと。自ら集まってくれた★★の子ども

たちとそのＯＢの若い子たちのふだんからの関係

はすごい大事だなと思った次第ですけれども、学

校とかその子どもたちとの避難所運営に対する連

携強化というのはまずいかがでしょうか。 

○副区長 訓練の連携はまだできてませんけれども、

実は今、防災アドバイザーの松尾先生が学校の避

難授業をやっているので、防災授業を始めてまし

て、６校か７校やっているのですが、そこで私も

その記録を見て思ったのが、学校の先生は災害の

ときの知識がほとんどなかったのです、実は。で

すから、校長先生はある程度分かっていたかもし

れませんけれども、学校の先生がこういうときに

どういう行動すればいいかということ自体分かっ

てなかったので、やはりそういったところと先生

と子どもたちにしっかり防災の教育をして、そこ

でどう進めていくかということを、これから充実

していく必要があると感じました。 

○おぐら修平委員 一緒に避難所運営に関わってい

く体制づくり、そこは是非よろしくお願いいたし

ます。 

  台風１９号の際に思ったのが、２のところに関

連するところですけれども、新田学園に５００人

ほど避難して、当時非常に体育館が蒸し暑くて、

これはもう無理だということで、ちょうど遅れて

来た当時副校長だったか誰かに許可を得て、教室

を使っていいと。教室はクーラーが全部配置され

ていたので、５００人みんな教室に移動したので

す。子どもたちの机、椅子を全部後ろにどけて、

そのときに要配慮・介護が必要な方とか、そうい

う方たちはトイレの近くに、乳幼児の子連れの方

たちは、ちょうどＬ字の四角になるところの教室

の部屋と四角になるところにテントを立てて、人

の目を気にせずに授乳できるスペースを確保して

やったり、何人もペットを連れてきている方がい

らっしゃって、それはそれでまた別のスペースを

設けて、私、ペットアレルギーなのでという高齢

女性から私は言われて、あっと気がついて、別の

スペースを確保したりとかしてやりまして、そう
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いった当時は現場の臨機応変な対応で、とっさの

判断でやってきたということです。 

  あと３のところの、これは子どもたちのいろい

ろな外国籍、知覚過敏、発達障がい、このマニュ

アル整備と職員研修ということでおっしゃってい

るのですけれども、新田学園の私、避難したとき

に、正にこれは子どももそうですけれども、大人

でも、やはり障がい者の方だったり、車椅子の方

だったり、介護タクシーで来て担架がないと移動

ができない寝たきりの外国籍の方、いろいろな方

が来られて、当時町会の役員がたまたま看護師と

か介護ヘルパーで現場で働いていらっしゃる方が

いたので、その対応を任せることができて、こっ

ちも本当助かったと。素人では下手にどうしたら

いいか分からないですから、そういうことがあっ

たものでして、もちろん陳情の運営マニュアルの

明記とか職員研修もさることながら、地域で介護

ヘルパーだったり、看護師だったり、医療に従事

しているような方、また、外国籍ですと例えばい

ろいろな多国籍で話せるような方だったり、発達

障がいだったら、例えば障がい者施設で働いてい

る専門の方だったり、そういう方を個別に地域ご

とに究極の様子は避難所ごとにピックアップして、

その方が災害になったらそれぞれのチーム班で来

てもらえるような体制づくりができれば、お互い

双方にとっても非常にいい体制ができるのかなと

思ったのですが、そういった地域に住んでいるい

ろいろな技術というか、能力というか、スキルを

持った方を避難所運営に集約していくような体制

づくりはいかがでしょうか。 

○防災戦略課長 おぐら委員おっしゃるとおり、そ

の地域に住まわれている方の協力を得ていくとい

うところは非常に大事なことかなと思っておりま

す。こちらについてもかなり事例は少ないですけ

れども、避難所によっては地域包括支援センター

であったりとか、地域の事業所等が避難所運営の

協力者として加わっているところがありますので、

そういった事例を区内に広く広げていくことで、

事業者等がいざというときに駆けつけられるよう

な、そんな仕組みについても今後検討していけれ

ばと考えております。 

○おぐら修平委員 避難所運営にいろいろな必要な

人材と言えばいいんですか、そういうのを一覧化

して、そこに空白を看護師は誰々がいるとか、介

護ヘルパーは誰々がいるとか、紙にそういうのを

一覧表を作って、そこに誰々がいると当てはめて

いくような、そういう形ができればいいかなと思

ったのですけれども、どうでしょうか。今後、更

により充実していくために。 

○副区長 そういう形のリストができると非常に有

効だとは思います。ただ、能登半島とかにも視察

に行ったときに、やはり皆さん被災者になるわけ

ですね。ですから必ずしもその人が来られるとい

うことではないのですけれども、リストとして、

その中から来られる人を選ぶということは重要だ

と思います。 

  それと、結構、大災害があったときには、外か

ら支援がたくさん来ます。ですから例えば能登に

も、東京都から保健師が行ったり、医者が行った

りしますので、そういう時間差も含めて、やっぱ

り時間軸で考えていく必要があるかなと思います。 

○土屋のりこ委員 私も今３歳の子どもがいて、台

風７号･８号のときも避難所を区は構えられたと

いうことだったのですけれども、そういうことを

聞いたときに、その避難所に行く・行かないとい

うのを、そういった二、三歳児の親御さんたちと

話をすると、いや、いけないよね、行きたくない

よねとやっぱりなるのですよね。なぜでしょうか｡

部長、どうでしょう。 

○危機管理部長 恐らくは小さなお子さんを連れて

いくことの困難さ、それからそこで騒いだり暴れ

たりしたらどうしようという心配、そういったこ

とかなと思います。 

○土屋のりこ委員 そうなのです。小さい子はまだ
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意に沿わないこととか思いどおりにならないと、

嫌と泣きわめいちゃって、泣きわめくのが疲れて

いらっしゃる御高齢の方とかには負担になったり

とか、そういうことでいざこざになるのではない

かなとか、そういうことで行きづらい。行っても

居場所がないのではないかなみたいにやっぱりな

ってしまうというのが、幼稚園の親御さんとかと

も話をしても、そうなっているのですよね。 

  そういった未就学児特有の幼さへの理解が少な

いというところで、私もこれまで経験したことが

あるのが、電車でも優先座席があって、あれも実

は、マタニティー、高齢者、障がい者だけでなく、

乳幼児連れの親子もイラストが入っているのです

けれども、実際に私も子どもの荷物、私の荷物で

子どもが疲れちゃって眠たい。１９キロの子ども

が「抱っこ」と言って抱っこなのですよ。寝てし

まってという状況で優先座席の前に立っていても、

前に座っていらっしゃるスーツを着たサラリーマ

ンの方とか、高齢者の方もいらっしゃったのです

けれども、すごく大変という状況になったときに、

後ろに座っていらっしゃった方が唯一、ここの席

どうぞと言ってくださったということがあったの

ですけれども、その方はよく見ると、マタニティ

ーマークをつけた若い女性だったということで、

さすがに妊婦に代わってもらうわけにはいかない

ので、いや結構です、おなかの赤ちゃんの方が大

事なのでということで断って、１９キロの★★を

抱えながら北千住まで頑張りましたけれども、一

般的な社会における幼児連れ、特になかなか脳の

発達段階、成長段階にある小さな子どもを連れた

家庭の困難さに対しての社会的理解というのが深

まっていないと、そういった避難所運営といった

ときにも困難というか、お互いに対立的な関係に

なっちゃうのではないかなと思うのですが、そう

いったあたりで、まず、災害対策以前の問題とし

てそういった理解を深めるというところでの啓発

なり周知なり何なりということも区としても必要

ではないかなと思うのですけれども、副区長どう

でしょう。 

○副区長 今のお話を聞くと本当に寂しい世の中だ

なと感じます。やはり人間として最低限必要なこ

と、配慮というのは重要です。それがどういう形

で、区民の皆さんをはじめ、伝えられることがで

きるのかというのは、今答えはありませんけれど

も、やっぱりそういった視点を持って何らかの形

で伝えていく必要があるなと思います。 

○土屋のりこ委員 この陳情もすごく必要なことだ

なと私も思うのですけれども、そういった観点か

ら、最初から毛布、ブランケットも大人用のもの

でいいではないか。確かに大人用のものは大きい

ので大は小を兼ねるので、子どもも使えるのです

けれども、そこが最初から子ども用というのがあ

れば、子どもという対象もきちんと認識しなきゃ

いけないというか、大人と違って区別、区分けし

て、対象として見なければいけない存在なのだな

とも理解がされますし、そういった乳幼児、子ど

も連れというところに対する居場所を確保すると

いう意味でも、認識を深めるという意味でも、そ

ういった代用できるからいいというものもあるで

しょうけれども、子ども用のものを備えることで、

そういった乳幼児の特性に対しての理解を促進す

るというか、そういったことでもできるのではな

いかなとも思うのですが、そういった観点からも、

子ども向けのものも備蓄していくという観点を区

としては持っていただきたいと思いますが、どう

でしょうか。 

○副区長 やはりお子さんですとか、高齢者ですと

か、病気をお持ちの方ですとか、それぞれの方に

専用のものを設けていくということは非常にそれ

は重要ですが、どうしてもやっぱりスペースの問

題ですとかコストの問題ですとかもありますので、

そこはやっぱりある程度優先順位を付けざるを得

ないのかなと考えます。 

  ただやはり、少なくとも親子がいるスペースを
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確保していくとか、少しでも避難した方にとって

そんな快適にはなりませんけれども、居やすいよ

うな、そういう配慮というのは重要だと思います。 

○土屋のりこ委員 是非お願いします。特に泣いて

しまうということで、特に子どもとか疲れたりす

ると、お菓子、いつものおやつ欲しい、ないよ、

ここにはと言うと、にゃあと泣いちゃうとか、本

当に泣いてしまうというところに対して、親とし

たら親も心が折れるし、周りも疲れさせるし、迷

惑掛けてるなと申し訳ないしというところで、そ

ういった子どもが泣いてもいいよというような環

境づくりというか、そういう避難所運営の工夫を

是非お願いしたいなということと、最後にですけ

れども、先ほど来ほかの委員の方も言われていま

す５番で、地域防災モデルの研究をしていくとい

うことが書かれていたり、７番のところで在宅避

難者への支援の在り方について強化をするという

ことが言われていたりするのですが、やっぱり在

宅避難の方への支援にしても、先ほど他の委員か

ら言われていたように、届ける、取りに来てくだ

さいではなくて、届けるということも、泣きわめ

く子どもを連れて避難所まで行くのは「はあ」と

なっちゃうというところもあるので、そういった

ところも是非、研究調査を進めていただきたいと

思いますので、今後、この委員会も残り少ない回

数しかないですけれども、是非区として他自治体

の先進事例など調査研究されたことについて、今

後の委員会に報告いただきたいと思うのですが、

いかがでしょうか。 

○災害対策課長 令和７年度の足立区の防災の最上

位の計画である地域防災計画にも、在宅避難の促

進というところでうたわせていただいています。

究極の目標は、表紙に掲げてますけれども、災害

関連死も含めた死者での早期復興というところで、

しっかり在宅避難をするのはイコール避難所に行

かないことではなくて、しっかり御自身たちで準

備をしてとどまっていただくというところをうた

っていきます。 

  今後、リーフレットも作成していく予定で今年

度おりますので、しっかり届ける情報の部分もそ

うですし、各御家庭で家庭での状況、世帯構成に

沿った準備もそうですし、そうなっていただきた

いメッセージと重要性と含めて、今後区民の方に

も、より子育て世帯の方にも伝わっていくような

リーフレットに仕上げていきたいと思います。 

○野沢てつや委員 １件だけお伺いさせていただき

ます。 

  陳情の３番にあるのですが、外国籍の御家庭に

対する配慮についてお伺いしたいのですけれども、

足立区は外国籍の方が今４万９，０００人超える

ぐらいいらっしゃるということで、区内在住の方

の１５人に１人ぐらいが外国籍の方という現状だ

と思うのですけれども、認識としては合ってます

でしょうか。 

○危機管理部長 おおむねそのぐらいでございます。 

○野沢てつや委員 ありがとうございます。 

  その中で、区の避難所運営手順書を見ると、ポ

ケトークで話すとか、やさしい日本語で対応する

とか、宗教は習慣に配慮するとか、それぐらいし

か書いてなくて異様にあっさりとしてます。 

  その次のページの中のトランスジェンダーに対

しては異常に細かく書いてあって、非常に落差が

激しいなと思うのですけれども、実際これで避難

所を開設したときに対応できるという想定でいい

のでしょうか。 

○災害対策課長 書かせていただいている配慮、生

活の間で留意すべき事項というところで、確かに

書いてあることは正直あっさりの部分ではありま

す。例えば宗教・文化の違いに配慮する、食事で

すとか、例えば宗教によっては礼拝の時間があっ

たりですとか、どうしても私はこの時間にこうい

うことをしないといけないとかがあります。 

  ただ、そういったことを、いやいや、ここは避

難所なのだからとか、いや、ここはみんないるの
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だからそういうことはやめてくださいという一律

ではなくて、この場所であればこう使ってくださ

いですとか、逆に私たちにできることは何ですか

というところを含めて、しっかりそういったニー

ズも受け止めていくと。まずはそういう気持ちを

持っていく、まずはそこが大事だと思っておりま

す。 

○野沢てつや委員 ありがとうございます。 

  本当に執行機関の方のおっしゃるとおりだと思

うのです。特に足立区の場合は、在住の方は中国、

ベトナム、フィリピン、ネパール、インドネシア、

ミャンマーと、英語圏ではない所の方がすごく多

いということで、実際、現場に外国人の方が来ら

れたら混乱するおそれがあると思うのですね。で

すので、避難所運営訓練等にもお声掛け等をして、

実際に来ていただいて、コミュニケーションを事

前にとっていただくような方向性もあるのではな

いかなと思うのですけれども、その点については

いかがでしょうか。 

○災害対策課長 正に今、野沢委員おっしゃったコ

ミュニケーションの部分だと思います。一番最初

に避難してきていただいた方には、今、いわゆる

受付というところで、私どういう方ですというこ

とで避難者カードですけれども、書いていただい

てます。その中で世帯の構成もそうですし、必要

な配慮すべき事項というのですか、そのあたりを

まずは受け止めていく、把握していくことが大事

だと思ってます。逆に日本語をお話しできる方と

一緒に避難していただいたりですとか、そういっ

た方も、日本で生活されている方だと多いのかな

とも思いますので、逆に自分は話せないけれども、

この方を通じて話してくださいとか、そのあたり

のニーズも含めてキャッチできればと思います。 

○野沢てつや委員 ありがとうございます。 

  おっしゃるとおりですので、やはりポケトーク

で対応するとか、やさしい日本語で対応するとか

ではなくて、もう少し現実的な対応を考えた施策

を考えていただけたらと思います。これは要望で

す 

  以上です。 

○いいくら昭二委員長 質疑なしと認めます。 

  各会派の意見をお願いいたします。 

○岡安たかし委員 先ほども申しましたけれども、

まず、災害というのは自助、共助、公助、この順

番でやっていかなければいけないと思ってますけ

れども、逆に言えば公助は最後のとりでなので、

例えば視点と言えば、今回子どもの視点ですけれ

ども、女性の視点、高齢者の視点、外国人の視点、

犬猫以外のペットを飼っている人の視線とか、考

えれば切りがないぐらいいっぱいあるのを区はや

っていかなければいけないので、最後のとりでと

して、本当に大変だと思うのですが、先ほど申し

ましたとおり、少しずつ進めてくれているのも確

かですし、しっかり毎年予算を充実させながら着

実に一歩二歩進めていただければと思いますので、

議論をしていきたいと思ってます。 

  継続でお願いします。 

○鹿浜昭委員 子どもの視点に立って、特化した対

策というのは行政側としては難しいのかなという

のは正直思います。やはりプライオリティーがあ

るわけで、順序があって、その優先順位をしっか

りやっていっていただきたいなと思いますし、た

だ、無視するということはいけないことですし、

今後やっぱりこの委員会でもっと充実した内容等

も含めて議論が必要かと思いますので、継続でお

願いします。 

○西の原ゆま委員 陳情者が述べられているように

子どもの支援を取り入れた災害対策の強化という

のは、誰もが安心して暮らせる地域づくりにもつ

ながる。だから１から８まで項目を実現するよう

に要望しています。 

  区の対策ではまだそこに焦点が当てて話し合わ

れてない、改善ができるところもあると思います。

必要だと思いますので、採択でお願いします。 
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○おぐら修平委員 いろいろ各委員の皆さんからも

質疑ありました。正にそのとおりで、子どもの視

点に立った対策を進めていくべきですし、いろい

ろな自治体とか足立区の中でのいろいろな事例も

引き続き調査しながら、より現場の実態を深掘り

して対策を進めていく必要があるかなと思いまし

て、趣旨にはもちろん私も賛同しているところで

すが、引き続き継続しながら議論を進めていくべ

きではないかということで、継続でお願いします。 

○土屋のりこ委員 先ほど他の委員からも子どもの

視点に立ったというのは、この委員会でも初めて

かなみたいなことも言われていましたところで、

継続していろいろ深めて、区の対策についても、

検討なり調査なりの進捗を見守っていかなければ

ならないかなとは思うところではありますが、避

難所に行けない、行きづらいなとおっしゃってた

ママたちも気持ちよく避難できるという足立区に

なっていただきたいとも思いますので、採択を求

めます。 

○野沢てつや委員 今回この陳情に関して７項目陳

情が上がってますけれども、本当にどの陳情も本

当に理にかなってて、今、区にとって必要なよい

提案だと思います。採択してから区の対応を考え

るのか、継続して審議してから結果を見るのか、

どっちが先かというのもあるのですが、この提案

に関しましては本当に１日でも早く取り組んでい

ただきたいと思いがありますので、採択でお願い

いたします。 

○いいくら昭二委員長 これより採決いたします。 

  本件は継続審査とすることに賛成の方の挙手を

求めます。 

[賛成者挙手] 

○いいくら昭二委員長 挙手多数であります。よっ

て、継続審査と決定いたしました。 

  次に、（２）受理番号１５ 防災体制の是正へ

向けての陳情を単独議題といたします。 

  新規付託のため、執行機関の説明を求めます。 

○危機管理部長 それでは陳情説明資料６ページを

御覧ください。 

  受理番号１５ 防災体制の是正に向けての陳情

でございます。 

  本陳情の要旨でございますが、項番１では、備

蓄倉庫の移設など重要な防災関係の変更は変更前

に住民に知らせること。 

  項番２では、重要な変更事項は、広報紙でまと

めて交付、配布すること。 

  項番３では、一時避難所である都立江北高校の

防災用備蓄品を校内に戻すよう、東京都など関係

機関に強く働き掛けを求めるものとなってござい

ます。 

  内容及び経過についてでございますが、８ペー

ジを御覧ください。 

  現在は地図上、右上にある備蓄倉庫という図が

ございますけれども、これを今、校舎内の移設は

スペースの確保が困難とのことから、今年度は当

初予算を編成させていただきまして、校舎内では

なく、校舎出入口付近の候補地１、候補地２、こ

ちらに今移設しようということで、現在東京都、

高校と協議を進めております。今年度中に移設の

予定でございます。 

  今後についてですが、地域の皆様に情報提供を

丁寧に行っていくとともに、東京都、高校と連携

して、確実に移設を進めてまいりたいと考えてお

ります。 

  以上でございます。 

○いいくら昭二委員長 ありがとうございます。 

  それでは質疑に入ります。 

  何か質疑はありますか。 

○西の原ゆま委員 こちらは都議会でも議論されて

いることを承知しています。 

  これは都立高校と足立区が協定を結んで、避難

する住民を受け入れるスペースや備蓄品を置く場

所がどこなのか決めているという協定です。 

  東京都教育委員会と足立区と江北高校３者が、



• 正式な会議録が作成されるまでの暫定的なものであり、今後修正されることがあります。  

• 音声認識システムで認識できなかった発言等は「★」で表示しています。  

• 「★」の数は発言の文字数を表しているものではありません。 

 １５  

 

備蓄倉庫についても調整してきたということも、

都議会の進捗状況が伝えられていて分かりました。 

  こちらの陳情者の文章を読むと、令和５年秋頃、

江北高校の防災訓練に参加した際に、防災備蓄倉

庫が校舎から３００ｍも離れていて、校舎の敷地

外にあることが分かって、防災訓練に参加されて

いたとき、２０人弱の人たちが、災害のとき取り

に行くのは無理ではないかとか、どうしてこの場

所なのかという声が一様に挙がって、その後、令

和６年の打合せ、令和７年５月の協議、そして令

和８年５月の避難所運営会議、本部長などいろい

ろ確認していく中で、この区の説明資料のように

候補地①、②を決めて前進してきたのは、やはり

地域住民や防災訓練に参加して実際に取り組んで

みたからこそ、防災備蓄倉庫や備品が地域住民に

とってもとても大事であって、こういった声を挙

げてくれたからこその改善が図れたと陳情を読ん

で分かりました。 

  先ほど部長の説明では、周知徹底はしていくと

あるのですが、陳情者は情報開示をすることを求

めています。情報の見える化をしてほしいという

ことです。 

  区の説明資料を読むと、避難所運営会議を通し

て地域の方の情報共有を発信していくとあります

が、情報の発信を行い方、いろいろできると思い

ます。回覧版や町にある町会・自治会の看板にお

知らせを貼るとか、公共施設にチラシを置くなど

方法はまだまだあり、改善できることはあると思

いますが、いかがですか。 

○防災戦略課長 確かに西の原委員おっしゃるとお

り、現状では江北高校の避難所を構成する町会・

自治会を通して、地域の皆様に周知を図っている

ところではあるのですけれども、やはりそれでは

町会・自治会に加入されていない方まで十分に届

かないというところは課題として考えております。 

  区内全域ではなく、一部地域に限られた情報を

どのような形で届けていくかというものについて

は、今現在、具体的にこうするというものがなか

なか思いつかないものであるのですけれども、そ

の周知方法について検討してまいりたいと思いま

す。 

○西の原ゆま委員 是非まちを歩けば掲示板があっ

たり、おうちに帰れば回覧板があったり、公共施

設に行けばチラシが置いてあったり、いろいろ周

知徹底できるところはあると思いますので、是非

改善できることを検討していただきたいと思いま

す。 

  そして江北高校は、校舎内に備蓄倉庫としての

スペースがないから、敷地内に置くという候補が

①、②になっています。しかしこちらは川が近い

こともあるために、校舎内の２階とか３階に置い

たほうがいい備蓄品もあると思います。この点に

関してはいかがですか。 

○防災戦略課長 こちらも西の原委員おっしゃると

おり、区といたしましても、近くに綾瀬川が流れ

ており、水害のリスクがある地域と考えますと、

一番望ましいのは水につからない場所、校舎の２

階より上に備蓄倉庫を設置するという形が望まし

いと考えています。これが一番ベストだと考えて

います。 

  しかし、学校教育の場である高校の方で、その

スペースがなかなかとれないという話になってし

まうと、やはり現状よりもよりよい場所というこ

とで、校舎の近くに移設をするという形で現在話

を進めております。 

○危機管理部長 補足です。私、実際見てまいりま

した。学校側等とともに校内を回らせていただい

たのです。当然我々も求めました。中は無理です

かと言ったのですけれども、見ていく中で、体育

で使う平均台が廊下にバーンと出ていたりだとか、

棒高跳びで下りるマットがやっぱり体育館の横の

廊下に置いてあったりだとか、本当に物品を置く

ところはないですよねという話をされました。 

  それを聞いてしまうと、本当これ無理なのだな
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というのと、やっぱり学校は教育の場なので、備

蓄品は入れるけれども、そういうのは外に出すと

いうのはやっぱり本末転倒でしょうと言われると、

やっぱりそれはそのとおりだなと納得してしまい

ました。ですので、区としても要望はしたのです

けれども、やっぱり中は無理だったというのが今

現状でございます。 

○西の原ゆま委員 私も無理なところ、できないと

いうのは承知というか、理解はするのですけれど

も、やはり東京都教育委員会と足立区と江北高校

が３者協議をしてきた中で難しいということでは

ありますが、それでは区内の小・中学校において、

備蓄倉庫が校舎にないのはどのくらいあるのです

か。 

○防災戦略課長 申し訳ありません、数については

正確に把握しておりませんが、やはり校舎内にな

く、敷地内に備蓄倉庫、外に倉庫を置いている小・

中学校も一定数ございます。 

○西の原ゆま委員 一定数というのは、全体で１０

２校あるのですけれども、どれぐらい校舎内では

なく、敷地内に倉庫を置いている場合があるので

すか。 

○防災戦略課長 おおむね１割から２割程度と考え

ております。 

○西の原ゆま委員 そういった中で、やっぱり１割

のところは小・中学校の区立であっても、倉庫を

置かざるを得ないと、敷地の外に置いているとい

うことですが、そのほかに工夫をしているだとか、

ここにした理由だとか、実践している例があった

ら教えていただきたいですが、いかがですか。 

○危機管理部長 工夫は特にやっぱり普通一般大き

な倉庫を学校のそばに置いてというのがほとんど

の対応だと思います。 

  話がそれるかもしれないですけれども、学校に

よっては躯体の関係で重い物を教室に置いて、天

井が耐え切れなくなったり、荷重が掛かってしま

ってということも考慮しなければいけないとも聞

いております。そういった面からもなかなか校内

に置けないという学校もあるのは事実でございま

す。 

○西の原ゆま委員 ということは、本来であれば、

水害のときとかには２階、３階に置いておいた方

がいい備蓄品もあるけれども、躯体の原因があっ

て、１階とか敷地内に置いておいたほうがいいよ

ねという安全面でもその１割の中には含まれると。

しかしながら、ベストとしては敷地内ではなくて、

校舎内にやっぱり入れる努力も区立の小学校・中

学校もしているわけですよね。 

○防災戦略課長 可能な限り、やはり水につからな

いところに備蓄倉庫を置くということは望ましい

と考えております。 

○西の原ゆま委員 だとすれば、やはり学校を実際

に見てきたときに、マットが置いてあったりだと

か平均台があったりだとかというのはあるのです

けれども、学校に本当に場所がないのかといった

ところを、やっぱりこちら側の意見も、そして２

階、３階に置いたほうがいいという要望なども伝

えていきながら、信頼関係を築いていきながら、

東京都教育委員会と足立区と江北高校とこれから

も３者協議を続けていったときに、アイデアとか、

そういった道が見えてくるとも思いますので、こ

れで校舎内に道はないのだともっていってほしく

ないのですけれども、今の考えはいかがですか。 

○危機管理部長 おっしゃるとおりで、もし中に持

っていけるということがあるのであれば、この会

議も現在も続いておりますので、そういった中で

は要望してまいりたいと考えております。 

○岡安たかし委員 もうちょっとお聞きしますけれ

ども、まず、区立の小・中学校以外で第１次避難

所となっている避難所は何箇所ありますか。 

○防災戦略課長 現在２２か所ございます。 

○岡安たかし委員 １０か所以内だと思ったらそん

なにありましたがね。それはやっぱり高校とかと

いうことでいいですが、第１次避難所ですか。 
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○防災戦略課長 現状、都立高校であるとか、私立

も含めて高校であるとか、大学、そのほか今回新

しく協定を締結した特別養護老人ホーム・ハピネ

スもときなども第１次避難所として含まれます。 

○岡安たかし委員 歴史的経緯の中で大学なんかは

昔ありませんでしたからね。できて、それは小・

中学校よりもこっちが便利とか、キャパの問題で

そっちに指定してというところもあるのでしょう。 

  だとすると、区立小・中学校は、先ほどほかの

委員からもあった、多少やっぱり校舎内ではなく、

敷地内だけで、多少遠くなっちゃって、毛布なん

か体育館なんかに運ぶのは大変な小・中学校の避

難所もあるのですけれども、そうは言っても、区

立小・中学校の場合は避難所運営会議、本部長や

庶務部長は校長とか副校長をよく知ってて、むし

ろ避難所運営会議の本部長、庶務部長の方が強く

言うぐらいで、校長、こんなのじゃ駄目だ、こっ

ちに何で移さないのだなんてすぐ言って改善でき

ると思うのですが、やっぱりさっき言った２２か

所は、区立小・中学校ではないところは大学だっ

たり高校だったりというのはなかなか言いづらい

のだろうなと。また言っても、ああ、そうですか

で終わっちゃったり、その一例が江北高校だった

のではないのかなとも思うですね。結構７ページ

の２番の（１）令和５年の秋にまず最初に移設し

てほしいという要望を出しているわけですけれど

も、恐らくまず高校にも言ってたのだろうとは思

うのですが、いや、難しいですよで終わっていた。 

  その前は江北高校自体が違う場所にあったから、

倉庫がもっと近かったのかもしれないのですけれ

ども、（２）のところで、一回区と江北高校で打

合せをしているときにスペースの問題から困難と

のことだったと。７ページの２番の（２）ですよ。

このときに、飛ばした次の４番の再検討というの

でしょうか、そういう話は出なかったのでしょう

かね。 

  要は、校舎の中は厳しいですよで終わっちゃっ

ていたのか、校舎の中は厳しいけれども、（４）

以降の外のここだったらとか、そういうことはま

た区からおっしゃっていただければ、避難所から

どうしてもというなら検討しますけれどもみたい

な、そういう答えというのは学校の方からなかっ

たのでしょうか。 

○防災戦略課長 令和６年度末の時点で、やはり区

といたしましても可能な限り校舎の中に入れるこ

とを第一優先に考えておりましたので、その協議

を行っていて、このタイミングでは無理と、困難

という形になりました。その上で、では次の段階

としてということで、敷地はより近いところに設

置をするというところの協議を行っていたところ

でございます。 

○岡安たかし委員 高校の方も避難所ですから、無

理に何でもかんでも困難だからということで断れ

ないというのもあって、校舎の中は無理だけれど

も、４番以降の話ですよね、外でこの辺ならとい

うことで進んできた話かなとも思っております。 

  これからはしっかり都立高校であれ、大学であ

れ、区立小・中学校以外の避難所であっても、本

当に風通しのいい、そういう避難所運営会議と避

難所の主体者、また、区との関係性をしっかり結

んでいただいて、以前江北高校がまだ前の校舎の

ときに、あそこは裏の都営住宅の方たちのたしか

避難所になっていたときに、地震のときか何かで

すか、鍵が開かないと。鍵を校長が持ってくると

いうことになったけれども、校長が来てないとか

いって、大変だったときがあったから訓練ができ

なかったということなのですよね。なので、非常

に風通しがよくないというのはそのとき僕は聞い

て思ったのです。やっぱり高校と地域、高校と区、

これは大学も一緒、しっかりとそこはもう一回今

はそういうことはないのかもしれませんけれども、

各避難所に２名ずつですかね、区の職員も張りつ

けているということなので、ただ、区立小中学校

と違って、職員もやりづらいところはあるかもし
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れないので、よくそこは目配せしてあげて、大学

あるいは高校、そういったところで担当職員はち

ゃんと校長とか連携がとれているのか、その辺を

しっかりと目配せしてあげて、風通しのいい避難

所にしていっていただければと思います。これは

要望です。よろしくお願いします。 

○くじらい実委員 簡潔に幾つかお聞きしたいので

すけれども、まず、現在の設置場所に設置はされ

ていると思うのですけれども、現在の設置場所に

設置した経緯というか、どういう話の中で今の設

置場所になったかというのは御説明いただけます

でしょうか。 

○防災戦略課長 江北高校につきましては、１０年

ほど前に建て替えを行いまして、建て替え前の高

校のときには、いわゆる門の内側、これもまた外

倉庫ではあったのですけれども、校舎の近くに備

蓄倉庫が設置されておりました。 

  建て替えに際しまして、区といたしましても可

能であれば校舎の中への設置を要望していたので

すけれども、実際建て替えが完了した時点でそれ

が難しいという話になりまして、現在設置してい

る場所であれば設置が可能ということで設置した

次第でございます。 

○くじらい実委員 １０年前、建て替えの前も外に

倉庫があってということで、それの建て替えのと

きには校舎内に設置をしてほしいという要望はさ

れたということですね。分かりました。 

  今までの質疑を聞いてまして、いろいろとある

程度方向性が見えてきているのかなとは思うので

すが、陳情の１と２の要旨を見ますと、恐らくま

ず最初に情報発信の話なのかなと思ってまして、

これは理解としては、例えば避難所運営会議に入

ってる人以外、入ってない人、あるいは町会・自

治会に入ってない人に対しては、地域としては情

報が回ってきてないよという、それを何とかちゃ

んと回してほしいという内容の要旨という理解で

よろしいですか。 

○防災戦略課長 くじらい委員御発言のとおりだと

考えております。 

○くじらい実委員 そうしますと今後の方針の中で、

地域の方への情報提供及び共有をより丁寧に行っ

ていくということは、避難所運営会議ではない方

たち、町会・自治会でない方に対しても、しっか

り防災に対する情報というのは提供しますよとい

うことでよろしいですか。 

○防災戦略課長 やはり手段は様々あるかとは思う

のですけれども、その方向で考えてまいりたいと

思います。 

○くじらい実委員 分かりました。 

  それと、陳情内容の３では、先ほどから議論あ

りまして、学校内に戻すよう働き掛けをというこ

とで、議論の中ではやっぱり校舎内というのが要

望なのかなということで受け止めました。 

  これからも協議を続けていくということですが、

陳情者の方が、町会・自治会とか避難所運営会議

に参加している方なのかなというのを一つ疑問で、

報告の中では、２番の（５）で、陳情者に対して

の情報共有を行ってきたとあるのですが、そうす

ると陳情者の方との接触があったのかなと思うの

ですが、これはこういう方向になりますとか、今

校舎内は難しいという話が出ているのですけれど

も、それに対して陳情者の反応というのはいかが

だったのでしょうか。 

○防災戦略課長 こちら避難所運営会議に対して情

報共有を行ってまいりまして、陳情者については

正確な情報をこちらも把握しておりませんので、

恐らくというところでの話ですけれども、こちら

の経緯については伝えられているのかなという形

でございます。 

○くじらい実委員 伝えられているのかなというこ

とは、伝わってると思ってるということですか。

伝わってないと思っているのか。 

○防災戦略課長 こちらについては、１００％とは

言い切れないところではあるのですけれども、陳
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情者が正確には分からないというところがありま

すので、細かいところまでは伝わってない可能性

はございます。 

○くじらい実委員 この報告内容のところでは、陳

情者に対しても情報共有を行ってきたと書いてあ

ったので、もしかしたら陳情者も今、校舎は難し

いよと話が伝わった上でこういう話になっている

のかとこちらも理解したのですけれども、細かい

ところまでは伝わってないと。 

  最後になりますけれども、今、令和８年度末ま

での移設ということで話をされてまして、当然先

ほど、校舎内引き続き要望としては言っていくと

いうことでしたので、例えば校舎内とかに仮にで

きたとしたときに、令和８年度末という時間的な

問題というのはクリアされるのでしょうか。 

○防災戦略課長 令和８年度末の時点では、校舎内

ではなく、校舎から近いところへの移設を行わせ

ていただきたいと考えております。 

○くじらい実委員 分かりました。これからも恐ら

く校舎内は難しいと学校側の判断もありますけれ

ども、先ほど区からも、校舎内は引き続き要望は

していくという話でしたので、引き続き協議は行

っていただきたいなと思いますので、よろしくお

願いします。 

○危機管理部長 ただいまのくじらい委員からの御

発言を受けまして、一旦はやはり今年度予算を取

って、今、外側にというか、近い所に移設させて

いただきたいと思います。ただ、地元の要望がそ

ういうことであれば、引き続きそれは訴えかけて

いきたいと思います。 

○くじらい実委員 ありがとうございます。 

○いいくら昭二委員長 くじらい委員、これは事前

審査のところでの多分、陳情者に対して情報共有

を行ってきたという書類だと思うのですけれども、

今ネットで見ると、そこはカットになっているの

ですけれども、最新版の方では｡ 

  執行機関に申し上げます。今、くじらい委員か

ら話があったのですが、事前説明では、また同様

に陳情者に対しても情報共有を行ってきたという

ことで出ているのですけれども、文言として。た

だ、今、最終的なこちらの方を見ますと、５番の

方では、「協議の結果については、随時、避難所

運営会議に対して情報共有を行ってきた」で終わ

っているのですよね。若しくは変更があるのであ

れば、先ほど他の委員からあったのですけれども、

事前に当然お話ししていただかないとかみ合わな

い議論になってしまうのですけれども、その辺の

ところを……。 

○くじらい実委員 タブレットのほうでは消されて

いるのですけれども｡(５)の２行目が分かれちゃ

っている。 

○鹿浜昭委員 ないの、陳情者に対して。 

○いいくら昭二委員長 ないですね。 

○くじらい実委員 だからそれは言わないで。 

○鹿浜昭委員 では、してないの。 

○くじらい実委員 伝わっているのではないかと。 

○いいくら昭二委員長 事前の説明では、先ほどく

じらい委員から説明があったように出て……。 

[発言する者あり] 

○鹿浜昭委員 ２行目が消されちゃって。陳情者に

対してやってないということね。 

○危機管理部長 すみません、実際、事前の説明に

は文言が入ってました。それを本番の資料では落

とさせていただいたことは事実でございます。そ

れについては、大変申し訳ございません。説明も

なく落としてしまったということについては、こ

ちら側のミスでございます。 

  この内容に関しまして、よくよく調べていくと

やっぱり陳情者とおぼしき方からは区民の声をい

ただいておりまして、我々としては、その方に対

してはきちっと説明を継続的に行ってまいりまし

た。 

  ただ、今回その陳情者と、これまで私どもが対

応してきた方が、おぼしき、必ず一致するとは言
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えないということを指摘がございまして、そこの

文言を確実にイコールだというのは、ごめんなさ

い、今回削ってしまったところなのです。ですの

で、我々としては、この陳情者とおぼしき方には

区民の声を通じて、ちゃんと定期的に情報を入れ

てましたというのが正しい記載でございます。大

変申し訳ございませんでした。 

○いいくら昭二委員長 委員長から申し上げます。

事前審査の説明の後、カットするのであるなら、

少なくても委員長、副委員長にも話し、勝手にそ

ういうことは今後やめていただきたいと思うので

すが、よろしいですか。 

○危機管理部長 大変申し訳ございませんでした。

修正した際、削除した際には、きちっと説明をさ

せていただきたいと思います。本当に誠に申し訳

ございませんでした。 

○野沢てつや委員 １件だけ教えていただきたいの

ですが、７ページの２の（４）です。３者で協議

の結果、令和８年度末までに校舎内は難しいが、

校舎出入口に近い場所へ備蓄倉庫の移設を行うこ

とで調節したということですが、移設に関する予

算はどれぐらい掛かるでしょうか。 

○防災戦略課長 今回移設に係る予算につきまして

は、８年度当初予算で４０７万円を計上しており

ます。 

○野沢てつや委員 ありがとうございます。 

  令和８年度末までに４０７万円掛けて移設した

後に、引き続き校舎内への移転を検討するという

のが執行機関の対応ということでよろしいでしょ

うか。 

○防災戦略課長 移設を済ませた後も、やはり一番

望ましい形でいうと、校舎の２階以上に備蓄倉庫

があることだと思いますので、引き続き高校とは

協議をしてまいりたいと思います。 

○野沢てつや委員 ありがとうございます。確認で

す。以上です。 

○いいくら昭二委員長 ほかに質疑ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

○いいくら昭二委員長 質疑なしと認めます。 

  各会派の意見をお願いいたします。 

○岡安たかし委員 ２階以上が望ましいのは全ての

避難所に言えるのでしょうけれども、まだ２階以

上に設置されてないところがいっぱいあって、で

も避難所運営会議や地域の方から特に物理的なこ

ともよく知っているから、難しいのだろうなとい

うことで、そこで取りあえずということになって

いるのだと思うのですけれども。 

  ここに関しても、陳情者が避難所運営会議の方

なのかどうかよく分かりませんけれども、まずは

避難所運営会議の方が一旦これでということであ

れば、私はそこはそれでいいのだと思います。こ

れは１歩というよりも１０歩も２０歩も改善だと

思いますよ。１、２でもしできればですね。まず

しっかりここで進めていただいて、訓練なんかも

通じた中でそれでもやっぱりここまではというこ

とであれば、また次を考えることでいいのかなと

も思ってますので、ただ、次の段階も視点に入れ

ての議論が必要かなとも思ってますので、継続で。 

○鹿浜昭委員 都立高校に対しては第 1次避難所で、

うちのほうでもやっぱり問題になっているところ

もありますし、なかなかコンタクトが難しいのか

なとも思います。是非その辺を踏まえて、やはり

区での避難所になっているわけですから、しっか

りと地域が納得するような形で進んでいっていた

だきたい。経過を見るためにも今回は継続でお願

いします。 

○西の原ゆま委員 まず、避難所運営会議に参加し

ていない地域住民もいて、地域住民も江北高校の

防災訓練に参加していたときに、やはり備蓄倉庫

の場所を知らなかったということです。 

  文章の中には、防災備蓄品については基本住民

が使うものであり、住民が運ぶものであり、住民

が守らなければいけない。近隣住民からすると防

災備蓄品がどこにあるのか、避難場所から近いの
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か、安全な保管場所なのか、避難場所と防災備蓄

品がきちんと連携しているか、重要な関心事だと

あります。そのとおりだと思います。この視点で

取り組むためにも採択でお願いします。 

○おぐら修平委員 継続でお願いします。 

○土屋のりこ委員 現地を見させていただいたら綾

瀬川がすぐということで、やはり住民の方、とり

わけ心配されることはもっともだなとも思います

ので、水害のことを考えても、なるべく高いとこ

ろというのは必要だろうと思いますので、後押し

する意味でも採択を求めたいと思います。 

○野沢てつや委員 継続でお願いします。 

○いいくら昭二委員長 これより採決いたします。 

  本件は継続審査とすることに賛成の方の挙手を

求めます。 

[賛成者挙手] 

○いいくら昭二委員長 挙手多数であります。よっ

て、継続審査と決定いたしました。 

 

           ◇            

 

○いいくら昭二委員長 次に報告事項に移ります。 

  ①から⑧、そして追加資料として、先週の台風

７号・８号の対応に関する資料について、以上９

件を危機管理部長から報告をお願いします。 

○危機管理部長 恐れ入ります、危機管理部の報告

資料の２ページを御覧ください。 

  まず①です。件名は、アレフ（オウム真理教対

策）についてでございます。ここ最近のアレフ対

策活動を報告するものでございますが、項番１で

は、住民協議会総会の開催結果、項番２では、オ

ウム関連施設のある全国の自治体で組織される市

区町連絡会の総会の開催結果、項番３では、本日

１９時から開催されます住民集会、３ページに参

りまして、項番４は、アレフに対する過料債権確

認訴訟を提起したこと、項番５では、地下鉄サリ

ン事件の風化防止の展示の結果と今後の予定を記

載してございます。 

  次に、５ページを御覧ください。 

  件名は、②ＩＰＤＣ技術を用いた戸別受信機の

実証実験結果についてでございます。 

  ＩＰＤＣ技術とは、項番２のとおり、防災無線

の内容をテレビ画面に表示するものでございまし

て、高齢者や聴覚障がい者など様々な方への災害

情報伝達手段の一つといたしまして、今回有効性

や実用性の実証実験を行いました。 

  ６ページを御覧ください。 

  実証実験の結果と課題ですが、当初想定された

機能が、テレビの機種や接続方法、電波の受信状

況などに左右されることが分かりました。 

  ７ページの項番５、今後の方針といたしまして、

現時点での導入は見送ることとさせていただきま

した。 

  項番６では、実験参加者へのアンケート結果で

ございますが、防災アプリやＡ－メールなど同様

の機能が知られていない現状も分かりましたので、

今後はまず、こうした方々への機能をお伝えする

方法を研究いたしまして、周知を進めてまいりた

いと考えております。併せて、それでも災害情報

を伝えることが難しい方に対しましての対応につ

いては、引き続き検討してまいりたいと考えてお

ります。 

  続きまして、１１ページを御覧ください。 

  件名は、③令和８年度足立区総合防災訓練の訓

練方針についてでございます。 

  項番 1では、昨年度の訓練から得た教訓を、項

番２では、その教訓を基に定めた今年度の訓練方

針と方策を記載してございます。 

  今年度は複数日数で開催することで様々な視点

で評価できる体制とすること、１２ページに参り

まして、重点テーマを定めること、今年度は水の

確保を重点テーマとしました。また、多くの職員

が参加できる体制としまして、確実な訓練を進め

ていくということを定めました。今後、具体的な
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日程や内容が決まりましたら、皆様にもまたお知

らせさせていただきたいと考えております。 

  続きまして、１３ページを御覧ください。 

  件名は、④応急仮設住宅設営予定地の再々選定

についてでございます。 

  前回の本委員会におきまして、震災後の水害を

考慮して設営予定地を再選定したことを御報告さ

せていただきましたが、浸水深の課題のある都立

公園２か所につきましても今回見直しいたしまし

たので、御報告するものでございます。 

  項番１では追加した選定条件、項番２では候補

地の選定条件についての記載をしてございます。 

  １ページおめくりいただきまして、別紙２とい

たしまして地図が載ってございますが、前回まで

の選定地、更に１ページおめくりいただきまして

別紙３の地図にございますが、こちらは今回の選

定地の地図を記載してございます。 

  今後につきましては、想定されます必要な設営

場所の確保が困難な足立区におきまして、広域避

難やみなし仮設住宅の確保とともに、耐震化の促

進、震災時の火災防止など設営数をなるべく減ら

す方策を併せて進めてまいりたいと考えておりま

す。 

  次に、１７ページを御覧ください。 

  件名は、⑤令和７年度足立区消火器及び住宅用

火災警報器購入補助金の実績についてでございま

す。 

  項番１では補助金の目的、項番２では実績及び

目標値を記してございます。 

  １８ページに参りまして、今年度も引き続き実

施しておりますので、その内容について記載して

ございます。引き続き周知を図り、多くの皆様に

御活用いただきまして、火災防止の推進に努めて

まいりたいと考えてございます。 

  続きまして、２０ページを御覧ください。 

  件名は、⑥災害用トイレ（自己処理型トイレ）

導入後の状況についてでございます。 

  本年４月から供用開始いたしました通常の仮設

トイレよりも、くみ取りのスパンを長くすること

ができる自己処理型トイレ設置の状況を報告する

ものでございます。 

  項番１では現在の使用状況、項番２では上半期

研修をしていく項目、２１ページに参りまして、

項番３では機能性の検証結果を記載してございま

す。今後の検証結果を基に、災害用のトイレと災

害時のトイレとして活用方法などを検討して進め

てまいりたいと考えております。 

  続きまして、２３ページを御覧ください。 

  件名は、⑦「足立区災害時のトイレ確保・管理

計画」策定に伴うパブリックコメントの実施につ

いてでございます。 

  本計画は、本来であれば昨年度、策定予定でご

ざいましたが、内容の充実を図るため今年度上期

まで策定期間を延長させていただきました。計画

本編素案がまとまりましたので、項番２のとおり

パブコメを実施させていただきたいと考えており

ます。なお、素案の提示が直前になってしまいま

したこと、申し訳ございませんでした。 

  今後はパブコメ実施後、１０月の策定の予定で

進めてまいりたいと考えております。 

  続きまして、２４ページを御覧ください。 

  件名は、⑧令和８年度台風６号への対応結果に

ついてでございます。 

  項番１では、主な事象と対応経過を、２５ペー

ジに参りまして、項番２以降、対応状況、観測デ

ータ、被害状況、２５ページおめくりいただきま

して、問合せの状況、Ｊ－ＡＬＥＲＴ無線放送の

課題を記載してございます。 

  最後に、本日急遽追加させていただきました案

件が１件ございます。お手元にお配りした資料を

御覧いただきたいと思います。 

  令和８年台風７号・８号への対応結果について

でございます。先週末の一連の台風７号・８号の

対応です。こちらと課題を整理したものでござい
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ます。今後も頻発するであろう台風の備えにつき

まして、タイミングを逃さず、議会の皆様にも情

報提供して、反省点を改善につなげながら対策を

進めてまいりたいと考えております。急遽の報告

となりましたこと申し訳ございませんでした。 

  私からは以上でございます。 

○いいくら昭二委員長 それでは質疑に入ります。 

  何か質疑ありますか。 

○太田せいいち委員 私からは２点だけです。 

  まず、４番目の応急仮設住宅設営予定地の再々

選定についてですけれども、まず、必要戸数を２

のところで１万４，０００戸と想定していただい

てますが、まず、この想定根拠を教えてください。 

○防災戦略課長 必要戸数につきましては、都市建

設部で作成いたしました都市復興マニュアルの想

定値でございます。 

○都市建設課長 都市復興マニュアルの中で、被害

の全壊、半壊する棟数の約２５％を応急仮設住宅

にすると定めております。 

○太田せいいち委員 ありがとうございます。 

  そこに向けて現状１，８９０戸が確保できてい

る予定で、今後の方針のところで不足する戸数に

ついての対応が述べられています。 

  この中で他自治体への広域避難、みなし仮設住

宅等の手段がまず具体的な方策として挙がってい

るのですけれども、みなし仮設住宅、民間賃貸物

件になるわけですが、どういう枠組みになるのか、

少し概要を説明していただけますでしょうか。 

○防災戦略課長 みなし仮設住宅につきましては、

民間の賃貸住宅の空き住戸、そちらを借り上げる

ことによって応急仮設住宅とみなすものでござい

ます。 

○太田せいいち委員 分かりました。今の説明です

と、その時々によって空き状況が変わってくるわ

けで、なかなか具体的な数というのは見通しづら

いのかもしれないですけれども、見通しとしては

どれぐらいを考えていらっしゃるのでしょうか。 

○防災戦略課長 太田委員おっしゃるとおり、その

時々の状況によって空き住戸は変わってまいりま

すので、現時点で何割というところまでは想定で

きておりません。 

○太田せいいち委員 分かりました。 

  区民への安心という意味では、そこをしっかり

と数字として出していくということも大事になっ

てくると思います。もちろんいろいろな想定をし

た上で、これぐらいは確保できるという見せ方に

なるかと思いますが、そこはしっかりと区民に安

心した情報を伝えるという意味で、今後御検討い

ただきたいと思います。 

  もう一つの他自治体への広域避難ということに

なりますが、これは具体的に他自治体との話合い

が進められているのか若しくは今後どう進めてい

こうとしているのか、教えていただけますでしょ

うか。 

○防災戦略課長 他自治体への広域避難につきまし

ては、既に相互応援協定を締結している自治体が

ございますので、そこで避難所等々の利用につい

ても定めてはいるのですけれども、具体的な運用

についてはこれからという形になっております。 

○太田せいいち委員 ありがとうございます。 

  というのは、そこの話合いはしっかり進めてい

ただくということで、その中でなかなか具体的に

何戸大丈夫ですよということまでは難しいかもし

れないですけれども、やはり相当数の不足が想定

される中で、大まかな概算値でもいいので、各自

治体とこれだけ確保できそうだという見通しをし

っかり詰めた話合いを行って、今後進めていただ

ければと思いますので、これについては要望とし

てお伝えさせていただきます。 

  もう一つは、消火器若しくは住宅用火災警報器

の購入助成についてですけれども、まず、一つ目

の確認は、特に消火器は、購入、リフィルの媒体

としてオンラインとかネットでも購入できると思

うのですけれども、今、対象店舗での購入しか助
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成対象になってないと思います。その理由につい

て、まず簡単に前段として確認させてください。 

○災害対策課長 オンラインでの購入というんです

か、そこは明確に排除といいますか、そこまで設

けてなかった理由までは、私も含めて把握できて

ないところではあるのですけれども、あくまで協

力しますと、書類のやり取りがお店と直接発生し

ますので、協力しますと手を挙げていただいた事

業所と今やらせていただいている状況です。 

○危機管理部長 補足します。区内の事業者で購入

していただきたいということで、一般的な大手通

販サイトというのですかね、そういったところだ

と区内に歓迎できないという思いから、一応それ

は対象にしてないというところもあります。 

○太田せいいち委員 ありがとうございます。 

  対象店舗、マップで出ているので確認させてい

ただきたいのですけれども、特に舎人ライナーの

北側のエリア辺りを見ていただくと、舎人ライナ

ーの西も東もほぼほぼ消火器を買える店舗という

のがなくて、買うのに困っているというのがこの

エリアの方々の切実な要望としてあります。であ

るならば、対象店舗の方、大きな家電量販店もあ

るので、出張販売なども是非区として要求を出し

ていただきたいなと思うのですが、その辺はいか

がでしょうか。 

○災害対策課長 おっしゃるとおりだと思ってます。

一部、事業所の努力で、要望があった、例えば集

合住宅などには移動販売といいますか、事業者の

方が申請書ごと持っていって、お声掛けをして、

出向いてという出張販売、移動販売といいますか、

やっている事業者も数店ありますので、是非そう

いったところも今年度、事業継続しておりますの

で、事業者の方にも引き続き報提供といいますか、

協力を呼び掛けながらやっていきたいと考えてお

ります。 

○太田せいいち委員 是非その辺もよろしくお願い

いたします。 

  確認ですけれども、火災警報器ですけれども、

分譲マンション等も事前に確認したときは対象と

して考えていいということだったと思いますので、

その理解でよろしかったでしょうか。 

○災害対策課長 おっしゃるとおりです。区内全世

帯というところで対象にしておりますので、戸建

てですとか、集合住宅の住居形態を問わず御申請

いただいております。 

○太田せいいち委員 その辺も御存じないという

方は結構マンションにいらっしゃいますので、

周知の方を強化していただければと思いますの

で、よろしくお願いいたします。 

○工藤てつや委員 私からはＩＰＤＣについて幾つ

か端的に伺いたいと思います。 

  この実証実験については個人的に非常に期待を

寄せていた案件なのですけれども、今回は導入に

ついては見送りというようなことが書かれており

ます。非常に残念だなと思っているのですけれど

も、まず、ＩＰＤＣの実証実験に至った経緯につ

いて伺いたいと思いますが、いかがでしょうか。 

○災害対策課長 実際、話は令和５年度あたりから

と私も引継ぎで聞いております。事業者からの提

案含めてお話がありまして、実際に足立区でいう

と防災行政無線からの情報を含めて、自動でテレ

ビで立ち上がって音声も流れてというところは、

もちろん有効な情報ツールの一つになるというと

ころで、令和５年度からお話を受けて話を進めて

きて、実証実験までかなり時間を掛けて話は一緒

に進めてきたという経緯であります。 

○工藤てつや委員 分かりました。今に始まったこ

とではないですけれども、地元の千住の地域の

方々からは、防災行政無線、いまだに全く聞こえ

ないとか、そういうお声がかなり入ってきている

状況でございます。 

  ９ページの防災無線の現状というところのアン

ケートの結果でしょうか、「全く聞こえない」と

いうのが３９％、「あまり聞こえない」というの
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が１％ということで、やはりＩＰＤＣにつきまし

ては、非常に有効的な情報の伝達方法なのかなと

思っています。 

  ちなみに、現在の防災行政無線、以前たしか大

規模な改修とかやっていたと思うのですけれども、

このあたりについては、改良というか改善という

のは重ねてきていて、アンケートなどを実施する

と聞こえる・聞こえない、聞こえの部分について

はどんな状況になっているのか、話は逸れますけ

れども、伺いたいと思います。いかがでしょうか。 

○災害対策課長 今行わせていただいている無線も、

たしか平成の、年度が２９か３０か、平成の終わ

りぐらいだったと記憶しておりますけれども、一

斉のデジタル化ということでやらせていただいた

もので今運用しております。かなりそのときに、

聞こえ対策として、ここにスピーカーを置けば半

径どれぐらいで聞こえてというところで、円で描

いていった際に、その円が掛からない部分という

のですかね、ブランクが出ないようにというとこ

ろで、一部出てしまっているところはあるのです

けれども、ハウリングの状況ですとか、聞こえる

範囲の調査委託を掛けて描いた上で、現在のとこ

ろに設置をして運用しているという状況でござい

ます。 

○工藤てつや委員 区民の皆さんの感触としてはど

ういった状況ですか。 

○災害対策課長 災害時にかかわらず、毎日夕焼け

放送を含めて流しておったりですとかしておりま

すけれども、聞こえる、いわゆるうるさい、音量

を落としてくれという声もあれば、聞こえないの

で何とかしてくださいとか、マンションが建った

ので聞こえづらくなりましたとか、個別の声は

日々お伺いしているところです。 

○工藤てつや委員 分かりました。 

  後段の３番にあるように今回３０台を設置した

ということですが、区内の設置場所についてはど

のように決定をされたのか、また、区内、その場

所ですよね。それはちゃんと分散化してデータを

とれるようにしたのか、また、戸建てですとか集

合住宅ですとか、いろいろな形があったと思うの

ですが、このあたりについてはいかがでしょうか。 

○災害対策課長 今回御協力いただきました３０台

につきましては、福祉部門から、それぞれ聴覚障

がいの方ですとか、視覚障がいのそれぞれの団体

の方とお話をして御協力いただける方に手を挙げ

ていただきました。ですから、この３０台、庁舎

の２台を除きまして、ほかの部分が戸建てだった

のか、マンション住宅だったのかというところは

今、手持ちでデータがございませんので、後ほど

御提出させていただきます。 

○工藤てつや委員 後で教えていただきたいと思い

ます。 

  それと７ページの下段のところに、実施経費と

して今回４６２万円ということで記載がございま

す。事業者選定についてはどういった形でとられ

たのか伺いたいと思います。いかがでしょうか。 

○副区長 こちら、江戸川区で一度この事業者を使

って検討した経緯がございました。その情報を得

て、そこと区としても協議して今に至っていると

いうことでございます。 

○工藤てつや委員 今江戸川区のお話が副区長から

ありましたけれども、これは実際にもう実用化さ

れているのでしょうか。あるいは実証実験だけだ

ったのか、分かれば教えて。 

○副区長 実証実験に至る前に、江戸川区の方は断

念したと聞いてます。 

○工藤てつや委員 分かりました。 

  冒頭にもお伝えしましたけれども、今回は見送

りというようなことでございますけれども、せっ

かく４６２万円掛けて実施したものでもあります

し、こちらの報告の中で想定どおりできなかった

ところとか、判明した課題ですとか、新たに区と

して把握できたものとかあると思いますので、こ

ういったデジタル的なものというのは物すごいス
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ピードで技術が進んでいくかと思いますので、今

回見送りということかもしれませんけれども、是

非実用化に向けて前向きに検討していただければ

と思うのですが、いかがでしょうか。 

○災害対策課長 事業者からも、今回こういう見送

るというところのお話はさせていただいたのです

けれども、先方からもまたその技術を改善して改

良する予定だというところのお話も伺っておりま

す。ＩＰＤＣの可能性を一切考えないというわけ

ではございませんので、新しくなったりですとか

した際には、またお話を伺って、有効なツールで

あることは一定数分かっている部分はありますの

で、是非可能性は捨てないで、他区の状況を見な

がら検討していきたいと思います。 

○工藤てつや委員 ありがとうございます。 

  高性能な機器が開発されるような可能性もある

と思いますので、今回の件、簡単に諦めるのでは

なくて、今後も情報伝達の一つの手段として、特

に障がい者の皆さんですとか、高齢者の皆さん向

けの伝達のツールとして今後も前向きに検討して

いただければと思います。意見としてです。 

○西の原ゆま委員 私からは、聞こえないというの

があったのですけれども、やはり私たちも聞こえ

ない問題があると考えています。今回の台風７号・

８号のときにも災害弱者といわれてる方たちに、

防災無線が聞こえない、聞こえの対策を強化して

いこうと教訓を導き出したと議運幹事長会などで

も報告がありました。そこにおいて具体的な対策、

今考えていることはどのようなことですか。 

○災害対策課長 今回、追加で御報告させていただ

いた直近の台風第７号・８号では２回実は防災無

線を区から流しました。自主的な避難というとこ

ろで今回地域は絞っておったのですけれども、避

難所を開設しますという予定の情報と自主的な避

難所を開設しましたと、２回地域を絞って流させ

ていただきました。 

  この無線だけで全てがもちろん伝わると、伝え

ていくというところではなくて、無線で気付いて

いただきつつ、それぞれの今回全くなかなか知ら

ないというところでありました足立区のアプリも

そうですし、Ａ－メールもそうですし、そういっ

たところと実は組み合せながら足立区の情報はし

っかり届いていけばというところで考えておりま

すので、無線はもちろん広く呼び掛ける最大の手

段ではありますけれども、それプラス個別のツー

ルについてもしっかり周知を図っていくというと

ころで今考えております。 

○西の原ゆま委員 是非無線だけではなくてという

ことですが、無線の方が何か言っているけれども

聞こえないとなったときのための紫のマグネット

シールで、防災無線が聞こえない人たちに向けて

コールができるだとか、いろいろな周知徹底もで

きると思います。 

  アプリ、Ａ－メール、ファクスなど既存のもの

で周知していくということですが、今聞こえない

人たちのための対策が本当に必要だと感じていま

す。予算修正案などで提案し続けてきた防災ラジ

オとかも求めてきたのですけれども、こちらも再

度検討するのはいかがでしょうか。お金も掛から

ないと思います。 

○災害対策課長 情報をお届けする最後は、家庭に

個別に届けるというところが一番最後の手段だと

思います。広く無線で伝えたり、ホームページは

自分で見にいかないと分からない。ただ最後は、

お持ちであれば、そこにプッシュで届くというと

ころが一番細かい部分だと思いますので、そこの

ツールとして今おっしゃっていただいたラジオも

含めて、聞こえ対策は改めてやっていかないとい

けないと思っておりますので、ツールの可能性を

一つずつ検討していきたいと考えております。 

○西の原ゆま委員 二つ目ですが、防災時のトイレ

確保計画策定に基づいてという素案を私も読んで

いたときに、まず初めに、３２ページに災害時の

トイレ空白地域を分析したらこれだけ出てきまし
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たと。そこに１１５か所の公園に災害用トイレを

配備したら、空白地域をなくしていけるよという

シミュレーションでした。これは本当に今まで空

白でトイレがないときどうするのだとなったとき

に、ここにぽんと赤いところにトイレを置けば、

オレンジの地域が５０人に１人程度でトイレは確

保できるよというシミュレーションですごいなと

思いました。 

  １個１個公園も行って、確認もしてきてとある

のですけれども、ここで言う災害トイレというの

はどの災害トイレですか。 

○防災戦略課長 この災害トイレというのは、避難

所及び公園で災害用のマンホールトイレを設置し

ているところでございます。 

○西の原ゆま委員 災害用トイレが空白したときに

この１１５か所に災害用トイレを配備すれば空白

地域がなくなるよというシミュレーションだった

と思うのですけれども、この空白地域に置く災害

トイレというのは何を想定しているのか教えてく

ださい。 

○危機管理部長 実は５ページを御覧いただいて、

こちらの中で災害用のトイレ、災害時に使用する

ことを目的とするトイレの種類が幾つかあります。

この中からその地域に合った、その公園に合った

ものを選択していきたいと考えてございます。 

○西の原ゆま委員 そのときに３３ページの災害用

トイレ設置方針検討表の作成と、その公園、その

場所において、どのトイレを設置したらいいのか

という検討表を作成したとあるのですよね。これ

はすごいいいことだなと思っていて、災害トイレ

が必要だよねというのをそれぞれの１１５か所の

公園で検討していくという表だと思うのですけれ

ども、この表は策定のトイレ確保管理計画の中に

は盛り込まれないのですか。 

○防災戦略課長 こちら調査を行って、その調査を

行った対象の公園については３４ページ以降には

書かせてはいただいているのですけれども、実際

の検討表についてはこの計画には載せておりませ

ん。 

○西の原ゆま委員 だとしても、このシミュレーシ

ョンを行ったときに、ないのだと。そこで１１５

か所の公園に災害用トイレを配備した場合は、こ

れだけ空白がなくなっていくよ、その空白がなく

なった公園に災害トイレを入れたいという検討の

表の作成もしているわけなので、作成をしたとい

うのは、設置するからの､しないというわけではな

くて、ちゃんと空白をなくしていくためにそこの

公園に設置するわけですよね。まずそこを。 

○副区長 ここは公園を全部回って、そこに倉庫が

あるのかとか、下水の水、マンホールがあるのか

とかそういう全部調査をしてます。その上で、ま

だ例えばそこに携帯トイレを置けば使えるのかと

か、細かい部分までは、まだそこまでシミュレー

ションできてませんので、おおむね想定はできま

すので、それをある程度はっきりしたら公表させ

ていただきたいと思います。 

○西の原ゆま委員 是非、地域の方も自分の住んで

いる地域は災害時のトイレ空白地域だとか、いろ

いろ把握していたときに、いや、シミュレーショ

ンやったのだと。そしてこの場所に災害トイレを

配備する場合は、こういった災害トイレを配備し

たいという区の方針が伝われば安心するかと思い

ます。 

  能登の地震で行ったときに、区の職員も簡易ト

イレの必要性を感じているということであったり

とか、すごいメッセージでトイレを我慢するため

に水分補給を控えることがないようにしましょう

ねということも地域住民説明会のときに簡易トイ

レを配りながらも一生懸命伝えているのも、私も

すごく学びになりましたので、是非こういうシミ

ュレーションも行いながら、トイレがない空白地

域を解消しているために頑張っているというのを

見せるためにも検討表の作成も公表していただき

たいと思います。要望です。 
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○鹿浜昭委員 私も何点か質問させてもらいます。 

  まず初めに、アレフ対策で、５番の地下鉄サリ

ン事件の風化防止啓発活動で、今大学２か所でこ

ういう形でやられたかと思うのですけれども、警

備員を配置して実施ということなので、実際何人

ぐらい来場されたか把握されてますか。 

○危機管理課長 未来大学につきましては２０名ほ

どということで聞いております。ただ、帝京科学

大学は若干少ないということで、それ以下という

ことで伺っております。 

○鹿浜昭委員 １０日以上やって２０名ぐらい。や

っぱりちょっと寂しかったなと思うので、やっぱ

り若者の関心がどれぐらいあるかというのは気に

なったもので聞かせてもらったのですけれども、

これから３か所、何か工夫していただければあり

がたいなと思うので、是非よろしくお願いしたい

と思います。 

  それとＩＰＤＣの技術を使った実証実験、先ほ

ど聞こえないというところが今でも、あれで見る

と６割ぐらいあるのかな。固定型で約６割、聞こ

える人が４割ぐらいで、いまだに聞こえないとい

う人がいるということで、平成２９年ですかデジ

タル化して、このものも以前は１４０ぐらいあっ

たのが、このときデジタル化して２００ぐらいに

増設して聞こえるようにということで区は進めて

きたかと思うのです。いまだにそういう形で６割

の人が聞こえづらいということなので、先ほど災

害対策課長が遠慮されているのか、うるさいとい

うような形で、近くの人は当然うるさくなっちゃ

うかも分かりませんが、６割の人がいまだに聞こ

えてないということをアピールして、聞こえるよ

うに全面的に５００つくってもいいと思う、私、

大げさに言うと。是非聞こえるように、学校はも

う今、全部付いてかと思うのですけれども、例え

ば住区センター等も併せてその辺分析して、是非

お金を掛けて防災無線を聞こえるようにしていた

だきたいのですけれども、いかがですか。 

○災害対策課長 本当に聞こえ対策の到達点はどこ

までというところもあるのですけれども、確かに

無線は１９８か所、スピーカーで言うと７５０台

足立区には付いていて、例えば１か所で１個だけ

スピーカーのところもあれば、両方向とか、最大

６方向とか付けていたりというところもあります。 

  ただ、これだけ今デジタル化が終わって７年、

８年と運用しているところですので、いま一度こ

の聞こえ対策一環として進めていかないといけな

い部分ありますので、先ほどの個別のツール等を

含めて、無線の聞こえの在り方というのですか、

そこも是非考え直すというか機会に来てると思い

ますので、是非検討したいと思いますはい。 

○鹿浜昭委員 是非、音がうるさいと言う方にはそ

ういう説明をして、考え方を大きくここで転換し

ていただいて、是非区民にこういうデータで６割

も聞こえないということがないように、大変な非

常事態なわけですから、よろしくお願いしたいな

と思いますので、対応をお願いしたいと思います。 

  それと今年度の総合防災訓練の件ですけれども、

私は今回水害に特化して、重点項目においてすば

らしいなと思いました。まだこれからだと思うの

ですけれども、すごくＰＤＣＡを回されて、やっ

ぱりこういう形で新たに組まれてやっていくとい

うことは、本当にまたそこではいろいろな問題点

も出てくるかと思うので、是非その辺をＰＤＣＡ

を回しながら、今後その対策をしっかり同じこと

を繰り返すことではなく、お願いしたいなと思っ

て、すごくすばらしい考え方だと思うので、これ

はしっかりやっていっていただきたいと思います。

これは質問ではありません。 

  消火器の件ですけれども、先ほど太田委員から

もあったように、うちの方がなかなか買うところ

もないというところで、私これ以前から是非各家

庭が購入ではなくて、配ってください、配布して  

くださいという話をさせていただいてました。２

回ぐらい言ったかな。是非、今回も同じことを言
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うのですけれども、消火器を町会・自治会にお任

せして、今加入率めちゃくちゃ減っているわけで

すよ。これを町会・自治会に委託して、一つの考

え方として配布して、それをツールとして町会・

自治会の加入率を上げていただきたい。やっぱり

防災対策というのが町会・自治会に加入するには

一番手っ取り早い話です。そういった意味でも、

是非、町会・自治会に依頼をしてそういう形で進

めていっていただきたい。一つのツールとして使

っていただくように検討していただきたいのです

けれども、いかがですか。 

○災害対策課長 今この場でやりますと、なかなか

難しい部分も正直ありますけれども、ただ、令和

６年・７年含めましてもやはり足立区の焼損床面

積がどうしてもワーストからというところは紛れ

もない事実ですし、そもそもこの事業も区内の消

防署からの意見があって、補正予算として令和７

年度始めさせていただいたものです。まずは家庭

から火を出さない地域としてみんなで守っていく

という意味では、やっぱり面々で防災意識を高め

ていくということが本当に大事だと思いますので、

いま一度この在り方といいますか、まだ来年度も

続けていく予定の事業でありますので、考えたい

と思います。 

○鹿浜昭委員 各家庭に１台ずつというのは、それ

を目標にしているわけで、大分その普及率が去年

よくなかったよね、この数字を見ると。だからそ

の辺も含めて今後の対応ということで、お願いし

たいなと思いますので、是非よろしくお願いした

いと思います。 

  それと２３ページの台風６号の件と、７号、８

号も同じですけれども、本当に行政の皆さんには

大変休みのところ出ていただいて緊急対応してい

ただいたということには深く感謝申し上げる次第

でございます。 

  今回そんなに大事に至らなかったというのがあ

りがたかったなと思うのですけれども、これを見

ると、防災行政無線の放送内容でやっぱり聞こえ

なかったということが大きかったので、２５ペー

ジの５番、区民からの問合せの件数ですけれども、

その辺もやっぱり含めて聞こえなかったというの

があったのですけれども、何件ぐらいあったので

すか。この件だけに関して。 

○災害対策課長 細かい内訳までお示しできてなく

て申し訳ありませんでした。 

  まず、危機管理部からですけれども、台風６号

で言うと、トータル８７件のうち、おおよそにな

りますけれども３０件から４０件ほどが流れた無

線の放送についての問合せでした。流れた直後に

がっと問合せが来たというところです。 

  コールセンターの方、トータル１５０件ですけ

れども、やはりそこも４０件ほど無線の内容だっ

たというところです。 

○鹿浜昭委員 区民の方はそれだけ不安に思ってい

るということなので、是非これも踏まえてよろし

くお願いしたいと思います。 

  それとこれは話ではないのだけれども、今回こ

れに関して草加市議がＹｏｕＴｕｂｅに載せてい

たというのが、台風６号に関して今の現状だとい

うことで大変危険な状態を市議がＹｏｕＴｕｂｅ

に載せるということが、いまだに載っているかと

思うのです。前もそんな話があって、やっぱり見

に行ってはいけないという話を役所はしっかりさ

せてもらって、足立区は多分そういう人はいなか

ったと思うのですけれども、草加は市議が自らＹ

ｏｕＴｕｂｅに載せているというのがすごく私は

ショックを受けたものですから、その辺はより徹

底していっていただきたいと。これも一つの要望

なので、大丈夫です。 

  以上です。 

○岡安たかし委員 私も何点か順番で。 

  まず、応急仮設住宅ですが、先ほど必要戸数１

万４，０００戸、これの前提がもう一度確認です

けれども、全壊・半壊想定の２５％とおっしゃい
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ましたかね。 

○都市建設課長 ２５％としております。なぜ２

５％かというところも、過去の阪神淡路大震災で

すとか、過去の被災の事例から、おおむね大体２

０％前後で応急仮設住宅が建てられて設けられて

きたというところから、国とか東京都のマニュア

ルで２５％というのを使っております。 

○岡安たかし委員 逆に言うと、全壊でも半壊でも

７５％の人は必要ないということになっちゃうわ

けですよね。それは引っ越しするとかそういうこ

と。 

○都市建設部長 岡安委員御発言のほかの所に行く

ですとか、みなし仮設住宅で民間の住宅等を使う

ということで、応急仮設住宅として造ったという

ところが２０％ぐらいの実績になっています。 

○岡安たかし委員 例えば震度７強とか、震度６強

とか、そういう条件は付いているのですか。全壊・

半壊というものは。 

○都市建設課長 先ほど申し上げたように、過去の

事例を踏まえて、そういったマニュアルが東京都

とか国で出しているというところでございますの

で、厳密に震度７ということではないと思うので

すけれども、そのような立てつけになっておりま

す。 

○岡安たかし委員 その辺が分からないけれども、

全壊・半壊の想定というのは震度６強とか多分あ

るのだろうなと思うのですが、恐らく首都直下で

震度６強とか７というのは足立区といわれてまし

て、これは現実、例えばこの土日に起こる可能性

だってあるわけです。来年起こっちゃうかもしれ

ません。そうすると、この１万４，０００戸が必

要になっちゃうわけですよね。引っ越しするとか

修繕する、建て直すという人がいたとしても、引

っ越す人はすぐ引っ越せるでしょうけれども、修

繕や建て直しの人は数か月から数年、いわゆる 1

次避難所にずっといなきゃいけなくなっちゃうわ

けですから、大変な話だなと思うのですね、１万

４，０００戸。さっきの７５がというのは、僕は

もっと多いような気がするのです。 

  仮に、人数でいけば、１．５人で掛ければ２万

人ぐらいがずっと避難所にいるのかな。いられな

いですよね、授業もあるから。本当これ喫緊の課

題だなと思ってまして、これは足立区だけではな

いでしょうけれども、隣の葛飾も江戸川もそうで

しょうけれども、墨田も江東も本当に地盤が柔ら

かい江東５区･６区というのは、半壊というのは、

あるいは全壊してなくても、斜めになっちゃえば、

二、三度角度がついたら住めないですから。同じ

ですからね、半壊・全壊と。 

  なかなか結論は出せないでしょうけれども、早

急にやらなきゃいけないのだろうなと感じました。

是非これもよく先進事例といいますけれども、他

自治体、特に２３区、どう考えているのか、本当

に情報交換しながらいろいろやったほうがいいと

思います。 

  広域避難というところは、さっきも他の委員か

らもありましたけれども、本当に移ってもらうな

ら移ってもらって、例えば鹿沼ですけれども、そ

ういう友好自治体とかにバンと１，０００所帯ぐ

らい移って住んでもらうとか、お金で解決できる

ものはお金で解決しますからということでやるし

かないだろうなと思ってますので、よろしくお願

いしたいと思います。おいおい私もずっと災害対

策の取り上げる中でこれは突き詰めていきたいな

と思ってます。 

  次に、台風６号のとき、Ｊ－ＡＬＥＲＴが出た

のですね。綾瀬川の。実際にレベル３、氾濫警報

というのは埼玉の方の話で、足立区は関係なかっ

た、これ何とかしてほしいというのは事前に伝え

ましたけれども、そもそもＪ－ＡＬＥＲＴに流れ

たやつが聞き直しの番号にかけてちゃんと流れる

のでしょうか、もう一回。それをもう一度確認し

ます。 

○災害対策課長 今、岡安委員御指摘の部分につき
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ましては、５月末に防災気象情報がレベルが３と

か４とか付いた変更になった際に、こちらの連動

についても設定をしていたのですけれども、その

ときに設定の中で、聞き直しですとか、ホームペ

ージはテキストで起こして見られるというところ

もあるのですけれども、そこの設定ができていな

かったというところがございました。 

  先週の台風７号・８号に備えた部分につきまし

ては、もし同様に流れた際には聞き直し及びテキ

ストでホームページで確認できるというところを

早急にやらせていただきました。 

○岡安たかし委員 安心しました。何件もあったの

ですよ。何か流れてきたみたいな、みんなやっぱ

り窓を閉めて聞こえないので、さっきもずっと聞

こえの話ありましたけれども、何か流れていた、

綾瀬川と言っているみたいだ。聞き直そうと思っ

たら、前日の夕焼け放送の内容が流れていたとい

たそうで、さっきの何が流れていたのだとかなり

私の方にも来ました。やっぱりそれはしっかりと

聞けるように、Ｊ－ＡＬＥＲＴですから、今後ミ

サイルのこととか富士山噴火とかに関わってくる、

そのとき聞き直しができないと、さっき★★一体

何なのだとなりますので、是非よろしくお願いし

たいなと思います。 

  最後に、台風７号・８号の対応で避難所を開設

していただいたことを本当に感謝申し上げます。

大変な中、ありがとうございました。これは周知

ですよね、開設、また閉鎖、これはどのようにさ

れたのでしょうか。というのは、★★の中で、こ

ういうのが開設されたのを知らなかったという人

がいっぱいいたのです。もちろん開設されても多

分行かなかったのですけれども、ただ、開設自体

知らなかった、こういうのをどうやって流してい

るのというのを聞かれたものですから、行政無線

ですかねと。あんなのでは聞こえないよとまた話

になっちゃったのです。どうやって流したのか、

閉鎖も含めて教えてください。 

○災害対策課長 開設の情報につきましては、裏面

の別紙に時系列で書かせていただいているところ

ですと、まず、１５時、準備で到着する段階で「開

設する予定です」という情報を流させていただき

ました。金曜日ですかね。２６日金曜日の１５時

を目途に避難所の派遣職員避難所到着という項目

があるかと思いますけれども、その時点で流しま

した。 

○岡安たかし委員 どういう周知方法でやったか。 

○災害対策課長 失礼しました。まずは防災無線で

地域を絞って流しました。主に東側の避難所の関

連する地域に向けて流しました。同様のことをホ

ームページのお知らせですとか、防災アプリです

とか、そのあたりで発信しております。 

○岡安たかし委員 防災行政無線とウェブですよね、

ホームページ。ホームページは高齢者はほとんど

見ません。全員とは言わないけれども、防災行政

無線が頼りです、今の話ですと。防災行政無線は

やっぱりあれだけ窓を閉めて、雨がばしゃばしゃ

降っていると、なかなかやっぱり聞こえない家も

多くて、これも今後の課題だろうなと思います。 

  今回は蒲原中に１名だけで、しかも大したこと

ないから、本格的な土曜日の明け方以前に帰られ

ましたけれども、本当に必要なときにちゃんと開

いてるよ、あるいは、例えばですけれども友達の

家に行っていて、その友だちがよく分かってなく

て、防災行政無線で一緒にここ逃げればいいみた

いだよとできるという意味でも、やっぱりさっき

から言っている聞こえの改善は大事だろうなと思

います。 

  以前、デジタル化する前は、古い議員はみんな

知っていると思うのですけれども、これでほぼ解

決しますと僕ら説明されたのです。安心していた

のですけれども、やっぱり約５割の人が難しいで

すよ、まだ。なかなかこれは永遠の課題になっち

ゃうのかなと思いますけれども、是非１軒でも２

軒でも聞こえがしっかりできるように、また、Ｉ
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ＰＤＣがちょっと難しかったというのもあります

から、全戸にプッシュでできる何かというのをも

う一回再構築、考えていただきたいと思います。

これ要望です。 

○いいくら昭二委員長 委員長から申し上げます。 

  長時間になりますが、休憩をとったほうがよろ

しいですか。なしでそのままいってよろしいです

か。どうでしょうか。 

[「なしで」と呼ぶ者あり] 

○いいくら昭二委員長 なしで。分かりました。 

○くじらい実委員 私から簡潔にお聞きしたいので

すけれども、まず、アレフ対策についてですが、

アレフ対策、今年は観察処分更新を求める署名の

年ということで、大変重要な年ではないかなと思

っておりますし、今日の夜には住民集会も予定さ

れているということで、１点だけお聞きしたいの

ですけれども、今、区として住民協議会の皆様と

の話合いとか取組というのをお聞きしたいなと思

うのですが、いかがでしょうか。 

○危機管理課長 住民協議会の毎月役員会を開いて

いまして、実行委員会も２か月に１回開いてます。

実行委員会の場に私ども出向いて意見交換してお

ります。 

○くじらい実委員 今後に向けての前向きな話だと

思うのですけれども、その内容というのはどんな

感じですか。 

○危機管理課長 今、住民協議会の方が非常に高齢

化というところと活動自体がなかなか難しいとい

うところもありまして、舎人区民事務所の町会・

自治会連合会の方々と協力関係を築けるかどうか

というところを引き続き支援していきたいと考え

ております。 

○くじらい実委員 やっぱり地元の町会・自治会の

皆さんがしっかりやっていただくことが一番の反

対に対する効果があるのかなと思いますので、し

っかり区と連携してやっていただきたいと思いま

す。 

  それと質問が重なってしまうのですけれども、

応急仮設住宅の件で、太田委員、岡安委員からも

お話ありましたが、２点ほど私も聞きたいのです

けれども、仮設住宅が設置されるまでの災害が起

きてからどれくらいの日数で仮設住宅は建てられ

るという想定をされているのでしょうか。 

○副区長 どんなに早くても１か月以上掛かります。

実際、能登半島のときも１棟建てるのに１か月ち

ょっと掛かります。先ほど岡安委員からも御質問

がありましたけれども、いわゆる１か月間避難所

にずっといらっしゃる方というのはどんどん少な

くなります。というのは、能登半島のときも金沢

ですとか、ほかの自治体の受入場所にどんどん行

ってますので、実際、応急仮設住宅まで待てる人

の数は減っていくということで、先ほど、今まで

の大震災の過去の実績から２５％程度の応急仮設

住宅で済むのではないかというような、そういっ

た数字が出ているということです。 

○くじらい実委員 私は正直 1か月、もうちょっと

掛かるのかなという意識もあったのですけれども、

やっぱり災害の規模によっても当然違うと思いま

すし、当然長期間、避難所にいなければいけない

という方も出てきてしまうかと思うのですが、今

準備する戸数があると思うのですが、条件として

はどういう方がここに入居しますよと、条件とか

というものはあるでしょうか。 

○防災戦略課長 入居に際しまして、入居選定基準

であるとか、募集計画を策定する必要があるので

すけれども、その中で従来のコミュニティの維持

等に配慮しながら、均衡のとれたものにするとい

う考え方が一つあるのと、高齢者、障がい者、乳

幼児のいる母子世帯を優先するという考えもある

のかなというところでございます。 

○くじらい実委員 １，８９０戸という戸数は示し

ていただいているのですが、もし本当に大きな地

震なり水害があったときには、埋まってしまって

不足分というのも出てますので、なかなか余裕を
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持ってということは難しいのかなと思っておりま

す。 

  これは質問はしないですけれども、先ほど御意

見あったように、やっぱり広域避難というところ

で、災害協定を結んでいる所との連携というのが

必要かなと思います。相互応援ということで、２

１か所も災害協定を結んでおりますし、先ほども

これから具体的な協議というお話がありましたが、

いつ災害起きるか分かりませんので、やっぱり少

しでも前に、具体的に例えばこの周辺の市町村に

話ししていただいて、こういう場合は足立区の受

入れをしてもらう、逆のパターンもあるかもしれ

ませんし、そういうことはしっかり具体的に結ん

でいるだけで納得するのではなくて、詰めていた

だきたいなと思いますので、これは要望でお願い

いたします。 

○おぐら修平委員 時間が大分過ぎてますが、何点

か。 

  まず、地下鉄サリン事件の風化防止啓発活動、

これは鹿浜委員からも先ほど質疑あったとおりで、

私も実は全く同じことを質問しようと思っていま

して、まず、東京未来大学、学生の総数は約１，

５００人です。帝京科学大学は学生の総数は約４，

７００人ですね。それだけの学生がいる中で、実

際せっかくこうして区の皆さんは大学の協力を得

て啓発の展示をやっていただいたのですが、残念

ながら参加者が２０名で、帝京科学大学はもっと

少ないといったことで、今月後半で東京電機大学、

約１万人の学生がいます。１人でも多く確実にそ

ういう知る機会、地下鉄サリン事件が起きたとい

うのは今の大学生が生まれる前の時代ですので、

本当にだんだんこういうのというのは風化してい

くなということを実感するのですが、学生に向け

ての周知、できれば究極の理想は学生全員に啓発

のチラシを渡すとか、大学を通じてお知らせのア

プリか何かで通知なりメール行ったとしても、そ

こを開いてみるのかどうかという問題もあるので

すけれども、今月末の電気大学、また今後に向け

て多くの学生たちにいろいろ工夫をしてもらいた

いと思うのですけれども、その点について実際や

ってみての改善点、いろいろな形で周知していけ

ばいいのか、どうお考えか、よろしいでしょうか。 

○危機管理課長 今までも学校関係者の方々にお願

いしておりますけれども、学生との接点を持てれ

ば学生部にも含めて、どういう形で啓発したらい

いのかというのは一緒になって考えていきたいと

思ってます。 

○おぐら修平委員 このアンケート調査、これは学

生、何人からアンケート結果、今回ウェブからの

それぞれ東京未来大学、帝京科学大学、アンケー

ト結果は出ましたでしょうか。 

○危機管理課長 入場者数からスマートフォンでア

ンケートをもらってますけれども、本当に数名と

いう形になっております。 

○おぐら修平委員 学生たちにこういうのを知って

もらって、中心になる学生グループとかとも一緒

に何か啓発の機会というのも是非よろしくお願い

をいたします。これは要望で結構です。よろしく

お願いします。 

  続いて、戸別受信機の実証実験と台風と両方に

絡めての話ですけれども、戸別受信機、工藤委員

からも質疑もありましたけれども、是非私からも、

今回なかなかうまくいかなかったですけれども、

いろいろな違った形でのまた工夫、引き続きの調

査研究、何かしら確実に聞こえ対策を進めていけ

ればということでよろしくお願いします。 

  それに関連してですけれども、ほかの委員の皆

さんからもあったとおり、なかなか防災無線が特

に雨風が強く吹いていると聞こえづらかったり、

風向きによっても聞こえづらかったり、私も新田

に住んでいて、よく聞こえるときもあれば、聞こ

えづらいときもあるのですね、そのときによって。

例えば、田舎の方で、私の実家の三重県尾鷲市も、

★★たしかないからできる業、あれなのですけれ
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ども、うちの実家もそうですけれども、家の中に

防災無線聞こえるような機械、ちっちゃいテレビ

モニターみたいなやつも置いてあるのです。足立

区は３８万世帯あるから、それを全部に置けとい

ったって、現実なかなか大変な話ではあるのです

けれども、例えばそういう形での個別の災害時要

配慮者とかそういう方への対応とかもありなので

はないかなと思ったりもしたのですけれども、い

かがでしょうか。 

○災害対策課長 情報を届ける最後は個別の事情と

世帯の状況で、世帯の中の誰かに届くか、もし単

身の方であれば、その方に届かないとというとこ

ろがありますので、これは可能性一つ一つ伝えら

れるツールは様々あると思いますので、1 個ずつ

可能性を検証して、足立区で導入の実証を含めて

今回台風も実際二つ来て、今年かなり来るという

ところのお話を聞いてますので、三つですね、失

礼しました、検証を続けていきたいと思います。 

○おぐら修平委員 是非よろしくお願いします。 

  なかなか防災行政無線、特に雨風強くなったと

き、余計に聞こえづらくなってしまうのですけれ

ども、例えば今回台風二つあったときに、アナウ

ンスの広報の車を回して、避難所を開設してます。

御不安な方は避難してください、そういうアナウ

ンスはやってましたでしょうか。 

○災害対策課長 今回の台風７号・８号の中では特

段例えば青パトですとか、そういうもので回って

広報するという手段はとりませんでした。 

○おぐら修平委員 やっぱりそれも非常にアナログ

ではありますけれども、有効な手法ではないかな

と思うのですけれども、いかがですか。 

○副区長 私も青パトを回したらどうという話をし

たのです。そうしたら、青パトは余計聞こえない

という、本当に近くのところしか聞こえないので、

あまり効果ない。過去やったのですけれども、効

果ないというような意見があったので、今回やり

ませんでした。 

  先ほど来、防災無線の対策の補うものとして、

東京都の東京アプリを入れるということで、スマ

ホ３万円助成があると思うのですね。そこの中に

足立区の防災アプリを入れるということが条件に

なっているのです。防災アプリを入れてプッシュ

通知を設定すると、常に入ってくるようになりま

すので、それをまず、今スマホを持っている高齢

者ですとか地元の方もそこをＰＲして、それで見

てもらうというのが一つのツールになると思いま

すので、それは進めていきたいと思います。 

○おぐら修平委員 プッシュ通知、確かにそうです

よね。ほかの自治体とか既にやっているところと

かもあるので、いろいろ検証しているところでも

あると思うので、よその情報も拾いながら、是非

それは確かに効果がありそうです。よろしくお願

いします。 

  避難所運営に関してですが、今回追加資料で台

風７号・８号の中で、辰沼小、蒲原中、花保中と

ありましたけれども、実際に避難所運営に参加さ

れた避難所運営会議、学校関係者、区職員、また

その他、それぞれ何名の方が運営に参加されまし

たでしょうか。 

○災害対策課長 具体的な地域の方の数字はまた改

めて御提示できればと思いますけれども、区職員

が派遣する際には１班おおむね４名プラス保育士

という形で組んでいました。そこで保健をさせて

いただいて、前日のうちから学校長ですとか、副

校長にも御連絡させていただいた学校長ないし副

校長がいて、あとは地域の避難所運営会議です。

でも多いところだと１０人超えたりですとか、２

０人超えていた避難所もありまして、ただ、状況

を見ながら、一旦お帰りいただいたりというとこ

ろもありましたので、時間で人数は違ったのです

けれども、多いところだと最大２０区職員、地域

と学校を入れて２５名とか、それぐらいの人数で

運営させていただいた時間帯もありました。 

○おぐら修平委員 災害時は、先ほど私、避難所で
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介護人材、ヘルパーだったり、看護師だったり、

いろいろな方々それぞれの避難所で地域でそうい

う方をピックアップして集められる体制できない

かということを提案しましたけれども、一方で、

工藤副区長おっしゃったように、職員の皆さんも

我々議員もそうですし、避難所運営される方もや

っぱ被災者になり得る話で、いざなったときに家

族を介護している人がいて、とても出られる状況

ではないということは十分あり得るのですよね。

だからこそ私は重層的にいろいろな方々が、当然

やっぱりいざとなったときに来られる・来られな

いという問題が発生するので、やっぱりいろいろ

な幅広くそういう体制づくりというのを強化して

もらいたいという思いであるのですけれども、今

回、実際三つ学校を運営して、だいたい想定して

たぐらいの人が集まったのか、それとも何だかん

だ、いざというときになかなか思ったほど人手が

集まらなかったのか、その辺の学校によっての規

模感とかもいろいろあると思うのですけれども、

実際どうでしたでしょうか。 

○災害対策課長 今回本当に３か所というところだ

ったのですけれども、３か所だけ見ても本当まち

まちでした。いっとき時間で見たときには、地域

の方ゼロになった時間帯もあったりですとか、最

初２人ほど来ていただいて、その後少し様子を見

に来たというところで人数増えたりですとか、や

はり皆さん気に掛けてくれてた気持ちと、自分た

ちの避難所を運営するのは自分たちなのだという

思いから、皆さん来ていただいたり、また明日の

朝、これで言うと翌土曜日、朝に様子を見に来る

よというところで、１０人以上見に来ていただい

たところもありましたので、是非運営する方々と

は学校も地域の方も含めて、水害の際には、少な

くとも区と三位一体で運営していくというところ

をベースに、また練度も高めていきたいと考えて

おります。 

○おぐら修平委員 最後にします。ありがとうござ

います。 

  今回三つ運営された、実際の現場の声というの

を横展開で、それぞれの避難所運営に携わる皆さ

んに実際に運営したときに、こうでした、ああで

したということを情報共有するような、そういう

機会も是非設けて、いざというときに機能的に動

けるような体制づくり、訓練を是非よろしくお願

いいたします。これは要望で結構です。 

  以上です。 

○野沢てつや委員 地下鉄サリン事件の風化防止啓

発活動ですが、一つ確認だけですけれども、大学

とか実施場所によって期間にばらつきがあるのか

なと思うのですけれども、この期間はどうやって

決められているのですか。東京電機大学は２２日

から２４日の水木金の３日だけとか、東京藝術大

学は１月１８日から２９日まで長い間設定されて

おりまして、どういった決め方になっているでし

ょうか。 

○危機管理課長 それぞれ学校関係者と学校行事が

ある都合上、その期間に借りられる調整をして上

で、無料で借りておりますので、協議の上、借り

ているというような状況です。 

○野沢てつや委員 ありがとうございます。 

  学校の都合もあると思いますが、啓発活動とし

ては、少しでも長い間の期間を要求してもいいの

かなと思います。これは要望です。 

  続きまして、先ほどからずっと出ている聞こえ

の問題ですけれども、やはり聞こえはすごい大事

だなと思うのですけれども、足立区では、あだち

安心電話があるみたいですけれども、これはどう

いうものでしょうか。 

○災害対策課長 実際実施しておりますのは報道広

報部門が報道広報課でやらせていただいておるの

ですけれども、御登録いただいた方に、足立区か

らこういった情報が、台風７号・８号のときは把

握まで今できてないのですけれども、多分配信し

てないと思いますけれども、登録いただいた方に
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１件ずつ情報をファクスで届けていくというとこ

ろの事業になっております。 

○野沢てつや委員 ファクスで届けているのですか。 

○災害対策課長 失礼いたしました。安心電話なの

で電話情報と聞こえない方にファクスも含めてや

っていると聞いております。 

○野沢てつや委員 ありがとうございます。 

  先ほど執行機関からアプリを推奨というお話は

あったのですけれども、私の母も今７９歳で一応

アイフォンは持っているのですけれども、なかな

か正直なところ、７５歳以上の後期高齢者の方々

がアプリを使ってというのはもしかしたら難しい

のかなと思うのですね。ですので、せっかく安心

電話みたいなものがあるので、登録制なのかなと

思うのですけれども、これをもっとプッシュして、

登録をどんどん７５歳以上の方、できれば本当に

全員に登録していただくぐらいの感じで啓発して

もいいのかなと思うのですけれども、そこら辺は

いかがでしょうか。 

○災害対策課長 もちろん情報を届ける一つのツー

ルだと思いますし、今のハザードマップですとか、

そういったところでもこういった方法もあります

というところでうたっているところですし、報道

広報部門でも年１回含めて発信訓練をやっている

ところです。引き続き、こういったツールもある

というところで、個別で選んでいただける選択肢

としてお示ししていきたいと思います。 

○野沢てつや委員 ありがとうございます。選択肢

というか、やっぱり年代別に対策を検討すべきか

なと思うのですね。ですので、一つの御高齢の方

に関しては強く推奨してもいいのかと思いますの

で、これは要望でございます。 

  応急仮設住宅設置予定ですが、戸数が絶対的に

足りてないということではあるのですけれども、

その対策として他自治体への広域避難やみなし仮

設住宅も検討するということですが、応急仮設住

宅自体は多分入居費用に関して無料ではないかと

思うのですけれども、その点はいかがでしょうか。 

○副区長 たしか無料だったと思います。 

○野沢てつや委員 ありがとうございます。 

  みなし仮設住宅、民間賃貸物件に関してはどう

でしょうか。 

○副区長 行政が借り上げて入居してもらう場合に

は当然無料になりますけれども、条件がどうなっ

て、入居する方の条件にもよるかと思います。 

○野沢てつや委員 ありがとうございます。 

  これからいろいろ検討していただくのかなと思

うのですけれども、やっぱり避難される方は、被

災された方は一緒ですので、できれば自己負担が

できる限り出ないような、そういった配慮をして

いただきたいと思います。 

  最後に、消火器です。先ほどからずっと言って

ますけれども、外国人の方、先日地域のちからの

方からお伺いしたのですけれども、国勢調査と住

民登録の外国人の方の人数に差があるということ

で、なぜかというと外国人の方は一つの部屋に大

勢住んでいる場合があるということで、国勢調査

より住民登録の方が多いという、そういった裏話

もお伺いしたのですけれども、一つの部屋に大勢

の方が住んでいる可能性がありますので、出火の

可能性が日本人よりもしかしたら高いのかもしれ

ないですけれども、事業案内チラシを作っていた

だいているのはいいのですけれども、外国人の方

に対してはこういったものの啓発資料というのは

あるでしょうか。 

○災害対策課長 今現行でお配りしているチラシで

すとか、そういったものは日本語の表記と日本語

での店舗の御紹介というところになっております。 

○野沢てつや委員 ありがとうございます。 

  ですので、外国語対応のものも作っていただけ

たらと思います。以上、要望です。 

○いいくら昭二委員長 他に質疑なしと認めます。 

 

           ◇            
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○いいくら昭二委員長 その他に入ります。 

  何か質疑ありますか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

○いいくら昭二委員長 なしと認めます。 

  以上で災害・オウム対策調査特別委員会を終了

いたします。 

  お疲れさまでした。 

午後零時３５分閉会 


